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私たちの飯田市は、美しい自然に恵まれ、長い歴史と尊い伝統文化に包まれた人情豊かなまち

として知られており、市民憲章では「伝統を生かし、文化の香り高い飯田市をつくります」と宣

言しています。かつて小京都と謳われた飯田の町は、昭和22年の飯田大火で市街地の大半を焼失

し、城下町の面影は失われてしまいました。この未曾有の災害にめげず、市民が一丸となって復

興を成し遂げてきたわけでありますが、近年市街地が郊外に拡散 し、旧市街地が空洞化する中で、

中心市街地の再開発が大きな課題となっています。今回計画されました再開発事業も、こうした

課題解決の一つとして官民一体となって取り組んでいる公共性の高い事業です。

中心市街地周辺は、大火によって町並みや文化財が多く失われ、城下町以前の姿は断片的に把

握されているのみですが、旧石器時代から連綿とした人々の営みがあったと知られています。今

回の計画地に隣接する橋南第一地区市街地再開発事業に先立つ発掘調査でも、弥生時代の墓や、

江戸時代の町並みの一部が確認され、町屋の生活の様子や物資の流通が明らかになると同時に、

大火や洪水などの災害の様子もわかってきました。このような歴史・文化を物語る埋蔵文化財は

じめ多くの文化財を、できる限り現状の姿のままで後世に残 し伝えるのが私たちの務めですが、

今回のように公共性の高い事業の場合、次善の策として事前に発掘調査を実施 して記録保存を図

ることもやむをえないものといえましょう。

今回の調査では、前回と同様に弥生時代の墓や中世以前の道路址、江戸時代以降の町屋などが

見つかりました。特に、たくさん掘られたゴミ穴の一つから、徳川家の紋所である葵紋のはいっ

た鼈甲製の櫛が出土しています。どのような経緯で入手されたものかわかりませんが、少なくと

も、飯田の町の隆盛を示している査証となるものです。また、水琴窟の発見は、粋な飯田の町人

たちの生活ぶりを街彿とさせます。このような成果をあげた発掘調査でありますが、大火で失わ

れた城下町を後世に伝えるためにも、城下町遺跡の継続的な調査が重要であることを改めて痛感

いたしました。

今後、本書が広く活用されるとともに、調査地点周辺の旧市街地でも文化財保護に意を尽くし、

城下町飯田の姿を明らかにしていくことこそ、文化の香り高い飯田市をつくる礎となるでしょう。

最後になりましたが、文化財保護の本旨にご理解を賜りご協力いただきました飯田市橋南第二

地区市街地再開発組合の皆様、ならびに発掘調査に従事された関係者の方々に深甚なる感謝を捧

げまして発刊の辞といたします。

平成18年 3月

飯田市教育委員会

教育長 伊 澤 広 爾



例 言

1。 本書は、飯田市橋南第二地区市街地再開発事業に先立って実施された、飯田市本町 。通り町

。銀座所在の飯田城下町遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2.調査は、飯田市橋南第二地区市街地再開発組合 理事長 栗崎裕男からの委託を受け、飯田

市教育委員会が実施 した。

3.調査は、平成16年度に現地作業および整理作業の一部、平成17年度に残りの整理作業及び報

告書作成作業を行った。

4.調査実施にあたり、基準点測量を株式会社ジャステックに委託 した。また株式会社シン技術
コンサルに実測用写真撮影を委託した。また遺物写真撮影を西大寺フォトに委託実施 した。

5。 発掘作業 。整理作業にあたり、遺跡略号としてIJMを一貫して用いた。

6。 発掘作業 。整理作業にあたり、以下の遺跡略号を使用している。

方形周溝簿墓―SM      溝址 。溝状址―SD     井戸―SE

地下室 。土坑 。便所等一SK  竪穴状遺構―SB      石列一SI

不明―ZZZ

7.土層の色調については『新版標準土色帳』1998年版を用いた。

8。 本書にかかわる図面の整理は、調査員 。整理作業員の協力により下平博行が行った。

9。 本書は第Ⅳ章第 2・ 3節を馬場保之が執筆し、残りを下平が執筆し、編集は下平が行った。

10。 本書の遺構図の中に記 した数字は、検出面 。床面からの穴の深さ (単位cm)を表している。

11.本書に関連 した出土遺物及び図面写真類は飯田市教育委員会が管理し飯田市考古資料館に保

管している。

12.陶磁器の器種分類および年代については、新宿区内藤町遺跡調査会 1992 『内藤町遺跡』

及び江戸遺跡研究会編 2001『図説 江戸考古学研究辞典』等を参考にしている。
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図版46 遺物 遺構出土中国製磁器

墨書のある陶器 (土坑2400274)

。̈。̈・̈・̈・̈ 。̈・̈ 。̈。̈・̈ 。̈。̈  160

図版47 遺物 16世紀末～17世紀前半の

瀬戸・美濃系陶器

図版48 遺物 櫛 (表 土坑274)
櫛 (裏 )

図版49 遺物 腰板 (井戸址08)
コタツ (IL坑499)
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図版50 遺物 水琴窟に使用された甕 (土坑370)
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付図1 遺構全体図 (A面 )

付図2 遺構全体図 (B面 )



第 I章 経 過

第1節 調査に至る経緯と経過

第 1項 調査 に至 る経緯
平成12年5月 19日 付、12教文第124号にて長野県教育委員会教育長より平成13年度以降実施予定の公共

事業等に係る埋蔵文化財の保護についての依頼があり、13年度以降に計画されている事業の照会がなさ

れた。

その結果、飯田市産業経済部まちづくり推進室より、飯田市本町1丁目。通り町1丁目における市街地

再開発事業の計画が提示された。当該地は埋蔵文化財包蔵地飯田城下町遺跡の一画に位置する (挿図10

2)。 この個所は平成11年度に本町1丁目において飯田市橋南第一地区市街地再開発組合による再開発事

業に際し、発掘調査が実施された隣接地である。隣接地の調査では、遺構検出面が重層的であることが

判明しており、今次計画地でも同様な傾向にあると予想されたため、事前に試掘調査を実施して本調査

費用および計画を立てることとなった。

諸協議と建設計画の具体化を受けて、平成16年2月 4日、飯田市本町一丁目15番 飯田市橋南第二地区
市街地再開発組合 理事長 栗崎舘男と飯田市長 田中秀典の間で試掘調査に関する委受託契約を締結
し、3月 23日から29日 にかけ試掘調査を実施した。その結果、近世の遺構面とそれ以前の遺構面が確認

され、上下2面の発掘調査が必要であると判断された。

試掘調査結果に基づいて、平成16年4月 1日、発掘調査に関する協定及び発掘作業分について委受託契

約を締結し、4月 6日 より調査に着手した。

第 2項 調査の経過
発掘調査は、平成16年4月 6日 から同年6月 29日 まで実施した。調査は排土の関係から銀座3丁目旧キラ

ヤ跡地を I区、銀座三丁目1番地から通り町一丁目15～ 18番地をⅡ区、通り町一丁目13番地をⅢ区、本

町一丁目をⅣ区と設定した。

しかし、それぞれの調査区は検出面が2面あるため、 I ttA面 (上層)。 I ttB面 (下層)などどと区

別した。また、調査では飯田市埋蔵文化財基準メッシュ図に基づく基準点設定を株式会社ジャステック

に、調査遺構の年代測定のための自然化学分析をパリノサーヴェイ株式会社に委託実施している。以下、

発掘調査の詳細は調査日誌に記している。

平成17年度は出土遺物の整理作業および報告書作成作業を行った。4月 1日 より飯田市考古資料館にお

いて出土遺物の水洗・注記・接合 0復元・遺物実測。トレース作業を行い、並行して現場図面の整理 。

二次原図作成 。トレース作業を実施した。また、遺物写真は西大寺フォトに委託実施し、報告書作成に

あたった。
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発掘調査日誌

4月 6日  OI区 重機による表土掘削開始
4月 8日  ・ I ttA面調査開始 Ⅳ区重機による表土掘削開始 委託基準点設置
4月 9日  ・Ⅳ区調査開始
4月 21日  ・ I ttA面調査終了
4月 22日  。I tt B面及びⅡ区A面重機による掘削開始  I tt B面調査開始
4月 23日  。委託基準点設置

5月 6日  。Ⅱ区A面調査開始
5月 11日  ・Ⅳ区A面調査終了

5月 12日  ・Ⅳ区 B面重機による掘削開始
5月 21日  。I tt B面調査終了 追手町小 3年生見学
5月 27日  。Ⅱ区A面調査終了
5月 28日  。Ⅳ区B面調査開始 Ⅱ区 B面重機による掘削開始
5月 31日  。Ⅱ区 B面調査開始 委託基準点設置 西中総合学習20名見学
6月 4日  0旭中職場体験実習受け入れ Ⅱ区 B面調査終了
6月 5日  。現地見学会 参加者150人 飯田城見学会20人

6月 8日  ・老人大学見学20人

6月 9日  OⅢ 区A面重機による掘削開始

6月 10日  。基準点設置 Ⅲ区A面調査開始
6月 13日  ・橋南公民館ウォークラリー 遺跡見学者100名

6月 14日  。Ⅳ区 B面調査終了
6月 18日  。Ⅲ区A面調査終了
6月 19日  。Ⅲ区 B面重機による掘削開始
6月 22日  。委託基準点設置 Ⅲ区 B面調査開始
6月 26日  。2回目見学会実施 参加者60名 歴博 千田嘉博氏見学
6月 28日  。Ⅲ区B面調査終了

6月 29日  ・機材等撤収 調査終了
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第2節 調査組織

第 1項 調査団
調査主体者 飯田市教育委員会教育長 富田泰啓 (～平成17年3月 3日 )

伊澤宏爾 (平成17年3月 4日 ～)

調査担当者 発掘調査 (平成16年度) 馬場保之 下平博行
整理作業 (平成17年度) 下平博行

調査員   佐々木嘉和 (～平成16年度) 渋谷恵美子 坂井勇雄
作業員   伊藤孝人 尾曽ちぶき 金井照子 北原 裕 木下貞子 木下義男 木下力也

熊崎三代吉 小島康夫 小林定雄 佐々木一平 下田芙美子 代田和登 斯波幸枝
杉山春樹 瀬古郁保 高橋セキ子 竹本常子 橘千賀子 田中博人 仲村 信
中山敏子 服部光男 林 員子 樋本宣子 牧内 修 松下省三 松下成司
三浦照夫 宮内真理子 柳沢謙二 吉川悦子

第 2項 指 導
長野県教育委員会文化財。生涯学習課、財団法人長野県文化振興事業団長野県立歴史館

櫛 。讐美術館、NPO法人日本水琴窟フォーラム、東京大学埋蔵文化財調査室助手 原 祐一

第 3項 事務局
飯田市教育委員会

教育次長    尾曽幹夫 (平成16年度)
中井洋一 (平成17年度)

生涯学習課長  小林正春
文化財保護係長 吉川 豊 (平成16年度)

馬場保之 (平成17年度)

文化財保護係  馬場保之 (～平成16年度) 宮沢貴子 (平成17年度～) 渋谷恵美子
佐々木行博 (～平成16年度) 下平博行 坂井勇雄 羽生俊郎 (平成17年～)

第3節 調査位置 調査区の設定 師図2)

今次調査地点は、飯田市本町一丁目1～ 9番地、通り町一丁目13～ 18番地、銀座三丁目 1～ 6番地の現

状商業地である。試掘調査に基づいてA・ B面合計1900ポを調査対象とした。

また、調査区の設定は、世界測地系を用い、飯田市埋蔵文化財基準メッシュ図に基づいて、株式会社

ジャステックに委託実施した。今次調査区はLC74-24に 該当する。
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第Ⅱ章 遺跡の蝋境

第1節  自然環境 師図1)

飯田市は伊那山脈と木曽山脈に挟まれた伊那盆地の南端に位置し、盆地の中央には諏訪湖を源とする

天竜川が南流する。伊那谷の地形は、山脈の形成に関わる断層地塊運動によって成立した盆地や段丘と

によって構成された段丘地形であり、さらに山塊からの扇状地や天竜川の支流群の浸食によって形成さ

れた田切地形と呼称される河岸段丘とが組み合わさり、より複雑な地形を生み出している。この段丘は、

主に御嶽山の火山灰土の堆積を基準にし、高位面 。高位段丘 。中位段丘 。低位段丘 I。 低位段丘Ⅱの5

段階に編年されている (下伊那地質誌編集委員会 1978)。

遺跡の所在する飯田市街地は標高が484～ 495mで、南西側を飯田松川に、北東側を野底川により開析

されたため、あたかも丘陵上に立地するかにみられる。このため、俗に「丘の上」と呼称されているが、

地質学的には前述の低位段丘 Iの伊久間原面に対比されている。飯田市街地でのこの段丘は、野底川起

源の扇状地が侵食されてできた段丘であり、長姫神社 。愛宕神社のある段丘先端部が最も古い扇状地で、

飯田駅から北西山麓周辺が新しい扇状地となっている。

市街地が発達する部分の段丘面は、一見して平坦に見えるものの、市街地ほぼ中央部で北西山麓から

南東方向に流入する谷川によって分割され、さらに飯田松川に面した南側は王竜寺川 。源長川によって

入江状に開析されている。従って段丘上にはこれら河川の開析により幾筋もの畝状の微高地が形成され

ていたと推定される。段丘の端部は深い侵食谷に囲まれ、半島状に突き出している。段丘先端から飯田

松川の氾濫源までの比高差はおよそ60mあ り、斜面は飯田市地滑り地域に指定され防止工事が繰り返さ

れている。飯田城址はこの急峻な先端部を利用して構築されており、飯田城址から北西に続く城下町は、

谷川と王竜寺川に囲まれた細長い台地上に立地し、谷川をはさんで北東側にも広がっている。

第2節 歴史環境 師図3)

今次調査区周辺の飯田市街地は、近世に飯田藩の城下町として開発が進んだ。戦後にはいると飯田大

火によって町並みが灰儘に帰し、その後GHQ主体の復興で碁盤の目に区画された現在の町並みが形成

された。このため、旧来の地形を示す個所は少なく、遺跡の分布等不明な点が多い。調査地周辺の調査

事例も少なく、南側に近接する橋南第一地区市街地再開発地点のみであり、断片的な知見が得られてい

るのみであるが、周辺地区を含めた考古学的事実と文献史学から旧市街地の歴史環境を概観したい。

旧石器時代の飯田市は、山本地区の竹佐中原遺跡において、後期旧石器時代初頭からそれより遡ると

推定される石器群が確認されており、近接する石子原遺跡の石器群もこれに似ていると報告されている

(長野県埋蔵文化財センター 2005)が、この他の資料は断片的で、旧石器時代の様相は不明な点が多

い。調査区周辺の資料としては美術博物館建設に先立つ発掘調査で細石刃核が出土しているのみである。
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挿図 3 周辺遺跡図
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縄文時代に入ると西側の風越山麓周辺に遺跡が集中し、時期が下るとともに台地先端へと遺跡の分布

が広がる。縄文時代早期では、権現堂前遺跡 。正永寺原等から押型文土器が出土しており、縄文時代中

期になると、今次調査区からlkm北側の飯田郵便局周辺で集落が確認され、山麓から台地先端に至るま

での広範な地域に遺跡が分布するようになる。しかしながら縄文時代後期から晩期にかけては市内他地

域と同様に遺跡数は極端に減少し、わずかに権現堂前遺跡のみとなる。この権現堂前遺跡は縄文時代後

期後半から晩期が主体で、大量の土器と石棒・石剣・土製耳飾 。土偶などが出土しており、当該期の拠

点的な遺跡と捉えられよう。

弥生時代に入ると、前述の権現堂前遺跡から東海的な条痕文系土器が出土しており、稲作の萌芽期に

も人々が居住していたことが推測される。しかしながら市内全域をみても弥生時代前期の遺跡数は少な

く、不明瞭な点が多い。今次調査個所周辺を含め、飯田市内で遺跡数が増加するのは弥生時代後期に入

ってからである。旧市内の代表的な遺跡としては、方角東遺跡 。羽場曙遺跡 。正永寺原遺跡 。古屋垣外

遺跡 。丸山遺跡が挙げられ、いずれも小規模な集落が散在する集落景観が把握されている。こうした状

況は、他地区の高位段丘上に立地する遺跡と共通し、風越山の裾部や扇状地扇端付近で発達する湧水や、

小河川を利用した水田耕作が生活基盤であったと推定される。また、方角東遺跡や羽場曙遺跡、今次調

査区に隣接する飯田城下町遺跡では方形周溝墓も確認されている。

古墳時代に入ると、中期後半から後期にかけ飯田市内には多数の古墳が築造される。市内古墳の特徴

の一つとして、前方後円墳や大型の円墳を中心とする古墳群がプロックを形成し存在することである。

こうしたブロックは、川路 。竜丘・駄科・松尾。上郷・座光寺の各地区で確認されている。また馬具の

豊富さ及び馬の随葬墓もその特徴として位置付けられる。こうした馬に関する遺物 。遺構の豊富さから、

牧を生産基盤とした集団の存在が推定されている。今次調査区周辺は、中世から近世にかけての城下町

の開発や近代の区画整理のため、古墳の存在が不明確であるが、上飯田地区内にも数基の古墳が存在し

たと伝えられている。現在は木戸脇古墳 0杵が塚古墳のみ現存するが、寛政年間に松平楽翁の著した

『集古十種』銅器一の部に、「信濃国伊奈郡飯田城下掘地所得鏡図蔵未詳」として銅鏡が図示されており、

市街地に古墳が存在していたことを窺わせる。また古墳時代の集落は丸山遺跡や羽場曙遺跡で調査され

ているが、断片的に把握されているに過ぎない。

奈良～平安時代に入ると低位段丘面に立地する座光寺地区の恒川遺跡から正倉群が確認されており、

伊奈郡衛に比定されている。恒川遺跡周辺には当該期の集落が点在し、官衛と周辺集落を考察する上で

注目すべき地域となっている。一方、恒川遺跡よリー段高い段丘面に立地する市街地周辺の状況はまっ

たく不明であるものの、同様な段丘面に所在する伊賀良地区では当該期の集落が確認されており、今次

調査区周辺に集落が存在した可能性は十分推測される。

古代の現市街地は、和妙類衆抄に記載される伊那郡麻績郷に含まれていたと考えられるが、中世の市

街地は郡戸荘飯田郷に含まれていたと推定される。この郡戸荘は、『吾妻鏡』文治2年 (H86)3月 12日

の条に記述が見られ、その範囲は鎌倉時代以降の諸文献から現在の飯田。上郷 。座光寺 。市田の区域と

推定されている。この吾妻鏡の記載は、貢未済庄として挙げられたもので、文治2年6月 9日 の条にも同

様な記載があり、飯田郷の年貢が御服の料にあてられる特殊なものであることが記されている。暦応2

年 (1339)に は近衛基嗣が郡戸荘を山城拐伽寺に寄進しており、至徳2年 (1385)に は足利義満がこれ

を安堵している。一方、地頭については、『諏訪御符礼之古書』嘉暦3年の条や、小山文書に見られる観
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応元年の『阿曽沼秀親所領注文』によると、鎌倉時代から室町初期の飯田郷の地頭は阿曽沼氏であった

ことが記載されている。 しかし同書によると、享徳元年 (1452)、 長禄 2年 (1458)に は信濃国守小笠

原氏配下の坂西康維が飯田郷地頭として諏訪上社神射山祭の頭役を勤めていることが記されており、山

城醍醐寺理性院厳助による『信州下向記』にも天文2年 (1533)に 飯田郷の坂西伊予守と弟の民部小輔

の居城を訪れたことが記され、地頭が阿曽沼氏から坂西氏と変わったことが推測される。こうした資料

により、飯田郷の地頭が阿曽沼氏から坂西氏に替わったと推定される。

室町時代に飯田郷地頭であった坂西氏は、応永6年 (1399)に 小笠原長秀が信濃国守護職に任ぜられ

ると、小笠原氏の拠点である伊賀良荘に近接する郡戸荘の国人等とともにこれに従ったが、応永7年

(1400)の大塔合戦により守護職の権威が衰退 し、在地領主の荘園支配や国衛領の横領が進む中で、自

山社奥社本殿を造営するなど、相当な勢力を有していたと考えられる。

この坂西氏は、今次調査区西側の段丘突端部に飯坂城 (愛宕城)を築き、室町時代には城の拡張の必

要に迫られ、長姫六本杉の地 (現在の飯田城)に移ったと推定されている。このため、城の拡充と共に

いわゆる丘の上も整備されていったと考えられる。

天文23年 (1544)の武田氏侵攻により、最大勢力であった小笠原氏は衰退し、坂西氏も武田氏に従っ

た。新たな領主となった武田氏は伊那郡代として飯田城に秋山信友を置き、浪合関所など 6箇所に関所

を設け伊那谷の支配を行ったが、天正10年 (1582)の織田信長の侵攻により、飯田城守将の保科正直は

逃亡 し、坂西織部も敗死して坂西氏は滅びた。

武田氏討伐後、織田信長は毛利秀頼に伊那郡を与えたが、本能寺の変により織田信長が倒れると、毛

利氏は京都に上がり、替わって徳川家康が配下としていた旧族の下条頼安を飯田城に据えた。天正12年、

下条頼安が松尾氏に殺害されると、菅沼定利が郡代として飯田城にはいった。天正18年の徳川家康関東

移封に伴い、再び毛利秀頼が飯田城に入り伊那郡を支配した。文禄2年 (1593)、 秀頼が死去するとその

婿の京極高知が跡を継いだが、慶長5年に関ヶ原の軍功により丹波宮津に移封されると、下総古河から

小笠原秀政が入り、同18年松本に移封されるまで在城した。小笠原氏移封後10年間は幕府領となり、小

笠原氏がこれを預かっていた。元和3年 (1617)年、脇坂安元が伊予大洲から移封され、2代55年間在城

し、寛文12年 (1672)年、堀親昌が下野烏山から移封され、以後12代約200年間に亘り飯田藩を統治し

た。

第3節 城下町の歴史

室町時代の坂西氏による飯田城の築城後、飯田城は武田 0織田 。徳川の三氏の関与を経て、幕藩体制

に組み込まれていく。それぞれの支配者により城の拡充や城下町の整備が行われているが、ここでは城

下町の歴史について概観したい。

第 1項 城下町の変遷
中世城郭であった時代は城下に小規模な城下町があった可能性があるが、城の西方の台地上に城下町

が本格的に形成されるのは天正H年菅沼定利の飯田城入城からと推定される。それ以前にも伊勢から移
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住してきた人々によって作られたと伝えられる伊勢町 (現松尾町 1丁 目)が存在した可能性が高いが、

菅沼氏は知久平城の城下町を飯田城下に移し、知久町としたとされている。菅沼氏後、天正18年 (1590)

毛利秀頼は伊那郡10万石を与えられ、飯田城及び城下町の大改修を行っている。毛利氏死後は婿の京極

高知が伊那郡を領し、城下町の整備に意を尽くしている。両氏による城下町の整備は、番匠町 。池田

町。田町 (現通り町1～3丁目)本町1丁目。2丁目。十王堂町。名残町 (伝馬町1丁目。2丁目)におよび、

慶長元年 (1596)に は武蔵本庄に移封された松尾城主小笠原信嶺の城下町を移し、松尾町 (現松尾町2

丁目)。 峯高寺町 (松尾町3丁目)と した。これらの商人町は京都風に碁盤目状の町並みに配置され、

町屋の外側には西 。北二面に総延長250間の土塁が築かれた。

関ヶ原の合戦後の慶長5年に京極氏は丹波宮津に移封され、飯田城には下総古河より小笠原秀政が5万

5千石で転封する。しかし、石高の減少などにより城下町は寂れ、「飯田万年記」には「御知行五万石ニ

成、御城下衰微致、家持モ方々ヘカセギニ出、女童計り留守致、年中留守多ク町役人足難勤、問屋モ潰

レ…」と衰微の様を記している。小笠原氏は慶長18年まで在城し、松本へ転封となる。その後元和3年

まで飯田領は幕府領となり、小笠原氏の預かりとなった。

元和3年脇坂安元が伊予大洲から5万5千石で飯田城に移封される。脇坂安元は伝馬に力を入れ、伝馬

町。桜町を整備し、中馬の発達と相侯って物流の中継都市としての飯田の原型をつくりあげた。また、

外堀の掘削や大手門の造営、空堀を水堀にするなどの城内整備、桜町。殿町の枡形整備、愛宕坂の道路

整備等も行っている。この脇坂安元は林羅山とも親交が深く、新井白石の「藩翰譜」でも弓矢に秀で、

和歌を好む文武両道に優れた武将として評されている。

脇坂氏は寛文12年 (1672)播磨竜野へ転封となり、飯田城には下野国烏山から堀親昌が2万石で移封さ

れる。堀氏はこれ以降1871年 (明治4年)ま で12代にわたり飯田藩の藩主となる。石高の減少により侍

人口が減少したものの、伊那街道 。秋葉街道 。三州街道の交差点であった飯田は、中馬による物流の中

継地として脇坂氏時代にもまして繁栄した。

第2項 飯田城下町の特徴
ここでは毛利氏時代より版籍奉還まで五氏十五代にわたって形成された城下町の特徴を整理したい。

脇坂氏時代の飯田城絵図 (下伊那教育会蔵)によると、伊那谷特有の段丘地形をうまく利用して計画さ

れている。岬状に突出する段丘平坦面に城と城下町が連続して配置される構成は、他の城下町に見られ

ない構成で、城下町飯田の最大の特徴となっている。城下町は南を飯田松川が天然の堀となり、北側及

び西側には総延長250間 に及ぶ外堀及び土塁が巡らされている。北側の伊那街道からの入口には桜町の

大木戸 。伝馬町の枡形、西側の大平街道からの入口には羽場の枡形、南側の三州街道からの入口には箕

瀬の枡形がそれぞれ作られ、脇坂氏により整備された愛宕坂にも木戸が設けられている。西側の箕瀬の

枡形から北側の伝馬町の枡形周辺にかけ城下町を取り巻くように寺院が配されており、北から西を主た

る防御方向として構想されている。寺院群及び土塁の内側には侍屋敷が巡らされ、中央部に町屋が配置

されている。城下町を南北に分ける谷川には橋 (現在の長姫橋)がかけられており、谷川の北と南で

「橋南」「橋北」にわけられ、橋南に13か町、橋北に5か町の町屋が設けられている。このうち橋南13か

町は竪町と横町の通りにより細長い長方形に区割りされ、整然とした町並みが形成されている。こうし

た町並みから「小京都」と称されてきたが、昭和22年の飯田大火によりその美しい町並みは灰儘に帰した。
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しかし、焼け野原となった飯田の町は、進駐していたGHQの指令により、市街地を十文字にはじる防

火帯道路や町屋の境に裏界線 (幅2m程度の路地)を設け、防災モデル都市として復興した。こうした

GHQの指令による防災モデル都市は全国に例がない。また、その後防火帯道路に設けられた「りんご並

木」は、飯田市のシンボルとして現在も大切に守り育てられている。

第 3項 飯 田城下町の災害
飯田城下町は古くから大火が多く、江戸時代より度重なる火災に見舞われている。大火災として記録

に残るものだけで寛永21年 (1644年 )、 宝永8年 (1711年 )、 享保元年 (1716年 )、 宝暦12年 (1762年 )、

天明3年 (1783年 )、 寛政11年 (1799年 )、 文政6年 (1823年 )、 天保2年 (1831年 )、 明治元年 (1873年 )、

明治6年 (1873年 )、 大正11年 (1922年)等がある。その中でも天明3年 2月晦日の火事は『池田町角淀屋

半六借家庄之介出火し田町、番匠、松尾二三、本町一二、知久一二、七百五件焼失』とあり、寛政H年

6月 11日 の火事は、『本町一丁目松屋安兵衛出火、本一、本二、番匠、知久一、知久二、松一を焼失。領

主より松材。縄米被下、十二日には火災跡の火消に、焼残りの町より人足出る。』との記録がある (高田

1966)。 大正11年の火災は愛宕坂中ほどから出火し、扇町・知久町1丁目・本町一丁目の半分・常磐町・広小

路・追手町。主税町まで延焼し、358軒が罹災した。さらに昭和22年 4月 20日、知久町1丁目から発生した

火災は、南風により瞬く間に延焼し、市街地のほぼ8割が焼失した。焼失家屋は4,011軒におよび、城下

町飯田の面影をほぼ失ってしまった。この罹災状況は、当時飯田に進駐していたGHQに よリカラー映

像が記録されている。一方、自然災害としては、平成11年に実施された隣接する本町一丁目の発掘調査

で、寛政大火 (1799年)か ら大正大火 (1922年)の間に数回にわたる洪水の痕跡が認められている。こ

れらの洪水は、遺構の状況から文化元年 (1804年 )8月 29日 の「子満水」と、文政11年 (1828年 )7月 2日

の「子満水」に比定されている。特に文政年間の満水は調査地点周辺に被害を与えたと推定され、検出さ

れた地下室が洪水砂により埋没し放棄されたことが確認されている。また、昭和36年の災害 (36災)時

においても、西側の虚空蔵山からの土石流が谷川。王竜寺川・松洞川等に流れ出し、市街地も氾濫を被っ

ている。

第Ⅱ章に関する参考文献

下伊那誌編纂会 1955 『下伊那史』第二巻 0第二巻

高田久四郎 1966「昔からの飯田の火事」 『伊那』1966-8

下伊那地質誌編纂委員会編 1976 『下伊那の地質解説』

下伊那教育会 1988 『伝馬町遺跡』

飯田市教育委員会 2001『飯田城下町遺跡』

飯田市美術博物館 2005 『飯田城ガイドブック』
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I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

第Ⅲ章 調査結果

第 1節 各地区の層序 師図4)

今次調査区はI～Ⅳ区に分かれており、Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ区において基本層序を観察している。前述のとおり、

調査地点周辺では江戸時代から昭和にかけて大火が頻発しているため、その都度整地を行っていると推

定され、層序は安定していない。このため各地点の層序を対比する事が困難な個所も見られる。このた

め、各地点ごとの層序について逐一述べることとする。なお、土色。土性については『新版土色帳』を

用いている。

第 1項  Ⅱ区の層序
1)‖ 区北壁層序

昭和大火後の造成土。炭化物や焼土を大量に含む。上面から大火灰掻き坑が掘り込まれる。

飯田大火時の焼土層。硬く焼きしまっている。

10YR5/1 褐灰色 シルト質埴土。小石や砂を含む。
10YR5/2 灰黄色 シルト質埴土。黄色土ブロックを含む。上面から土坑が掘り込まれる。
10YR4/1 褐灰色 砂質埴±。上面から土坑が掘り込まれる。
10YR6/6 明黄褐色 御岳山起源のローム層。B面の検出面。

第 2項 Ⅲ区の層序
Ⅲ区西壁。北壁で層序を観察した。

1)Ⅲ 区西壁層序

近代造成土 コンクリート塊や砂利等を含む。
10YR7/4 にぶい黄橙色 シルト質埴壌土。造成土で焼土粒が含まれる。昭和22年大火後の造
成と推定される。層上面からは多数の大火灰掻き坑が掘り込まれている。

2.5YR6/8 橙色 シルト質埴壌土。昭和22年大火の焼土層。
10YR2/1 黒色 昭和22年大火の炭化物層。
10YR6/6 明黄褐色 重埴土。粘性強く硬くしまる。土間等の造成部分の可能性がある。
10YR2/1 黒色 炭化物及び焼土を多量に含む。昭和大火以前の火災に起因する可能性がある。
10YR4/1 褐灰色 シルト質埴土。炭化物。焼土含む造成土。昭和大火以前の火災に起因する
可能性がある。

10YR7/6 明黄褐色 重埴±。粘性強く硬くしまる。土間等の造成部分の可能性がある。
10YR4/2 灰黄褐色 シルト質埴壌土。焼± 0炭化物含む造成土。
10YR6/6 明黄褐色 重埴土 焼± 0炭化物を含み、粘性強く硬くしまる。
10YR2/1 黒色 炭化物及び焼土層。Ⅵ・Ⅶ層以前の火災に起因する可能性がある。

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅷ層

Ⅸ層

X層

測層
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畑層 :10YR4/1 褐灰色 シルト質埴壌±。黄色ブロックを含む造成±。
畑層 :10YR2/1 黒色 シルト質埴土。炭化物を少量含む。
皿層 :10YR8/6 黄橙色 重埴土。粘性強く硬くしまる。
W層 :10YR4/1 褐灰色 シルト質埴土。炭化物・焼土含む。
畑層 :10YR4/1 褐灰色 シルト質埴±。Ⅳ区Ⅶ層に対比され、土坑等が掘り込まれる。
剤層 :10YR2/1 黒色 シルト質埴土。赤色粒子を含む。Ⅳ区Ⅷa層に対比され土坑等が掘り込まれる。
Ⅷ層 :10YR3/1 黒褐色 シルト質埴土。Ⅳ区には観察されない層。層上面からは遺構が掘り込まれ、
下面から縄文時代から弥生時代の土器片が出土している。

Ж層 :10YR4/2 灰黄褐色 ローム漸移層。

2)Ⅲ区北壁層序

I～Ⅳ層は西壁と同様。

V層 :10YR5/1 褐灰色 シルト質埴壌土 炭化物・焼土含む。土坑が掘り込まれている。
Ⅵ層 :10YR5/1 褐灰色 シルト質埴壌土 V層 とほぼ近似するが、炭化物。焼土がV層に比し多量
に含まれる。また、柱穴や土坑等が上面から掘り込まれている。

Ⅶ層 :西壁のX層に対比される。

Ⅷ層 :西壁の16層・Ⅳ区Ⅶ層に対比され、土坑等が見られる。

Ⅸ層 :西壁の17層 OⅣ区Ⅷa層に対比される。

X層 :西壁の18層に対比される。

測層 :西壁の19層に対比される。

第3項 Ⅳ区の層序
Ⅳ区東壁・西壁0南壁において層序を確認した。

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

Ⅶ層

近代の造成土。コンクリート塊等混入。

10YR4/2 灰黄褐色 シルト質埴±。上面が近代の地表と推定される。南壁には見られない。
10YR3/1 黒褐色 シルト質埴土。焼土粒や炭化物を多量に含む。昭和22年大火の地表と推定
される。近代の造成等により削平を受けており部分的にのみ観察される。南壁には見られない。

10YR7/6 明黄褐色 シルト質埴土。部分的に黄色土と黒色土が縞状に観察されることから人
為的な造成と推定される。また層上面から土坑等が掘り込まれる。南壁には見られない。

10YR4/1 褐灰色 シルト質埴土。焼±0炭化物を多量に含む。上面に焼土の堆積が観察される
個所も見られる。南壁には見られない。

10YR7/1 灰白色 砂壌土。花自岩由来の砂が主体。礫も混入する。全面には見られず、部分
的に堆積する。V層下面に掘り込まれた土坑にも同一の砂が入る。南壁には見られない。

10YR2/2 黒褐色 シルト質埴壌土。上面に焼土が堆積する。Ⅳ区A面の検出面。江戸時代と
推定される。

:10YR2/1 黒色 シルト質埴±。赤色粒子を特徴的に含む。上面から柱穴が掘り込まれる。江
戸時代前期と推定される。

Ⅷa層
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Aqgq.+o

Ⅱ区 北壁層序

0         1m

Ⅲ区 北壁層序

Ⅲ区 西壁～北壁層序

Ⅳ区 西壁層序

0         2m

挿図 4 基本層序

南壁層序

Faoa.oo
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Ⅷb層 :10YR2/1 黒色 シルト質埴土。南壁のみに観察される。Ⅷ層に近似するが、細かい砂が特徴的
に含まれ硬くしまる。道路址の路面の可能性がある。

Ⅸ層 :10YR6/2 灰黄褐色 ローム漸移層。層中から縄文時代中期・弥生時代後期土器片・土師器等が

出土している。また溝320溝36は この上面から掘り込まれている。縄文時代から中世の堆積と推

定される。詳細な分層は不可能。

X層 :ロ ーム層 御岳に起因するローム層の堆積。B面の検出面。

第 4項 層序 の対比

ここでは各地区の層序の対比を試みる。Ⅱ区 I・ Ⅱ層、Ⅲ区西壁Ⅱ～Ⅳ層、Ⅳ区Ⅲ層はいずれも多量

の焼土や炭化物を混入する層で、いずれの層も昭和22年の飯田大火に起因すると思われる。焼土面 0炭

化物層 0整地層が観察され、整地層の上面からは土坑が掘り込まれており、内部からは大量の瓦・陶磁

器類・ガラス類等が焼土と共に出土している。これらの土坑は前回調査でも確認されている大火灰掻き

坑と考えられる。また整地層の下層にはⅣ区西壁Ⅳ層やⅢ区西壁V層に見られるような人為的な造成部

分が確認されることから、これらが大火前の生活面である可能性を指摘できる。

Ⅳ区Ⅵ層は砂が主体を成し、薄い堆積が部分的にみられる。またⅦ層から掘り込まれた土坑にも同様

の砂が堆積している。これらは前回調査地点でも確認されている文化元年 (1804)の「子満水」あるいは

文政11年 (1828)の「子満水」の洪水砂である可能性が高い。

Ⅳ区Ⅶ層、Ⅲ区西壁16層・北壁Ⅷ層は土性・土色が一致し、同一層と判断される。調査区全域では北

側のⅡ区で厚い堆積が認められ、上面から遺構が掘り込まれている。

Ⅲ区西壁17層・北壁Ⅸ層、Ⅳ区西壁Ⅷa層・南壁Ⅲ層は、いずれも土性・土色が近似し赤色粒子が混入

する特徴を有することから同一層と判断される。上面からは遺構が掘り込まれる。Ⅱ区V層 も同一層の

可能性がある。

Ⅲ区西壁にのみ観察されたV～ 15層 は、層厚およそ2～ 5cm程度とごく薄く、炭化物・焼土層と黄色粘

土層の互層となっている。当初はこれを火災による建替えの可能性も考慮したが、これらは防湿材とし

て炭化物や灰を撒いた上に黄色粘土を貼り、叩き締めた家屋の土間部分の可能性がある。炭化物層と粘

土層を一つのセットと考えると、張替えは 5回行われ、最終は飯田大火層に覆われている。またⅢ区北

壁Ⅶ層、Ⅳ区西壁Ⅳ層もこうした施設である可能性が考えられる。

以上の対比からⅡ区 IOⅡ 層、Ⅲ区西壁Ⅱ～Ⅳ層、Ⅳ区Ⅲ層は、大火層及び大火前の生活面と推定さ

れることから19～ 20世紀代前半、Ⅳ区Ⅶ層、Ⅲ区西壁16層・北壁Ⅷ層が洪水起因のⅣ区Ⅵ層に覆われた

個所も見られることから18～ 19世紀初頭と推定されるが、Ⅲ区西壁17層・北壁Ⅸ層、Ⅳ区西壁Ⅷa層・南

壁Ⅲ層、Ⅱ区V層に関しては出土遺物から16世紀末～18世紀といった大まかな年代観を提示するに留め

る。またⅣ区Ⅸ層等のローム漸移層は詳細な分層が不可能であるが、遺構として両側に溝を有する道路

址、遺物としては縄文時代中期から弥生時代後期の土器片・土師器片が出土しており、かなり幅広い年

代観が与えられよう。
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第 2節 遺 構

今次調査区はI～Ⅳ区の4箇所に分けて調査を実施している。それぞれの調査区から検出された遺構

は地区に関係なく、通し番号を附している。各調査区は平成11年度調査の成果を受け、江戸時代から近

代までの検出面をA面、江戸時代および江戸時代以前の検出面をB面として2面調査を実施している。し

かしながら試掘調査において、Ⅱ区西側では既存建物の基礎深度が深く、A面が破壊されていると判断

し、調査は実施していない。調査の結果確認された遺構数は方形周溝墓4基、土坑932基、溝址4条、井

戸址14基、建物基礎及び区画等の石列26基が確認されている。なお土坑。井戸址の詳細については遺構

観察表を参考にされたい。

第 1項 弥生時代後期の遺構
①方形周溝墓04(図面1)

I ttbttDF46～ Ⅱ区bttDL49に かけ確認された。弥生時代の方形周溝墓である。規模は7× 8mの長方

形と推定されるが、全体の1/4程度を確認したのみで主体部等は確認されていない。周溝の幅は最大60

cmで、検出面からの深さはおよそ20cmで ある。周溝の断面形はU字状となり部分的に焼土が見られた。

溝内部からは弥生時代後期の土器片が少量出土した。

②方形周溝墓05(図面1)

Ⅱ区bttDS43で 検出された。弥生時代の方形周溝墓と推定される。規模は6× 7mの長方形と推定され

るが、全体の1/4程度を確認したのみで主体部等は確認されていない。周溝の幅は80cm程度で、検出面

からの深さはおよそ40cmである。周溝の断面形はU字状となり部分的に土坑状の掘り込みが見られた。

遺物は出土していない。

③方形周溝墓06(図面1)

Ⅱ区bttDQ01で検出された。弥生時代の方形周溝墓と推定される。隅部分が検出されたのみで規模

等は不明である。周溝の幅は40cm程度で、検出面からの深さはおよそ20cmである。周溝の断面形はU字

状となる。遺物は出土していない。

④方形周溝墓07(図面1)

Ⅳ区bttDT09で検出された。弥生時代の方形周溝墓と推定される。隅部分が検出されたのみで規模等

は不明である。周溝の幅は25cm程度で、検出面からの深さはおよそ20cmで ある。周溝の断面形はU字状

となる。遺物は出土していない。

第 2項 近世以前の遺構
1)道路址 1(図面20 写真図版5)

Ⅳ区BttDS09～Ⅳ区BttDU49にかけて検出された。方形周溝墓7や 16～ 18世紀の土坑と一部重複する。
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調査区内での全長はおよそ35mで、ほぼ東西方向へ直線的に延びると推定され、両脇に溝址31と 32が平

行する。こうした状況から道路址と判断した。溝址31は幅およそlm程度で、深さは10cm程度である。

断面形はU字状を呈し、底面はおおむね平坦であるが、部分的に深く掘り込まれ段差が見られる部分も

ある。溝址32は幅1～ 1.5m、 深さは20cm前後である。土層観察から一旦埋没後再度掘り直した可能性が

窺われる。掘り直された溝の幅はおよそlm前後である。溝は部分的に細長い土坑状の掘り込みが見ら

れる個所もあるが、調査区域内では土坑が連続し溝を構成する個所は見られなかった。溝址底面には小

石混じりの砂が堆積し、時期不明の土師器小片が僅かに見られた。また、溝に囲まれた路面の幅はおよ

そ3mで路面上はほぼ平坦となり部分的に硬い個所も見られた。

遺物が極めて少なく断片的であるため詳細は不明であるが、平安時代の可能性がある。

第 3項 近代・近代の遺構
1)竪穴状遺構 (SB)

当初は埋土の状況から近世以前の住居址と判断して調査を行ったが、遺構の形状や出土遺物から近世

の地下室や土坑の可能性が考えられる。

①竪穴状遺構19(図面2)

Ⅳ区BttDW18か ら検出された。一辺2m程度の方形隅丸を呈し、底面までの深さはおよそ10cm程度で

ある。底面は軟弱で柱穴等の施設はなく、平坦である。出土遺物には17～ 18世紀の陶磁器が見られ、遺

構の形状から地下室の可能性が考えられる。

②竪穴状遺構20(図面2)

Ⅲ区BttCG25か ら検出された。調査区内での最大幅およそ lmで、円形もしくは楕円形を呈すると

推定される。底面までの深さはおよそ15cm程度で、底面は平坦となる。遺物は出土しておらず、詳細は

不明である。

③竪穴状遺構21(図面2)

Ⅲ区BttCE20か ら検出された。調査区内での最大幅がおよそ1.5mで、底面までの深さはおよそ20cm

である。底面には長径40cmの ピットが見られる。遺物は見られず、詳細は不明である。

2)石  列 (SI)

石列及び石敷きを石列 (SI)と して扱った。規模形状は様々で、機能も建物の礎石・建物礎石下の根

石・区画のための石積・石敷き等が考えられる。 I ttA面から1基 (S109)、 Ⅱ区A面から5基 (S111～ 15)、

Ⅲ区A面から10基 (S121～ 30)、 Ⅲ区B面から2基 (S131032)、 Ⅳ区A面から8基 (S101～ 08、 33034)の合

計26基が確認されている。いずれの地区もA面からの検出事例が多い点が特徴である。

(1)建 物

直径50cm程度の大型の礫を直線的あるいは矩形と推定される石列を建物と判断した。大型の礫上面は
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平坦なものが多く、墨入れ線 (S109012)や 墨書 (S112・ 33)、 ホゾ穴 (S111)が見られるものもある。

大型の礫の周囲には拳大の礫が散乱するものも見られ、これらの多くは根石と推定される。また、人頭

大の礫を2列あるいは3列に密接して敷き並べ矩形や直線的な構成になる石列も建物基礎と推定される。

但し、各調査区内で全掘された遺構がないため、建物全体の規模を推定することはできない。こうした

建物基礎と判断されるものは石列03004011009。 12・ 13・ 14021～ 30。 31。 33。 34が該当する。これらの内、主

要なものについて記載する。

①石列04(図面3 写真図版7)

Ⅳ区AttCA17を 中心に検出された。北側は調査区外へ延びる。直径30cm程度の礫を2列に幅80cm、 長

さ4m程度に配置する列と、これに直交するように同様な礫を3列に幅lm、 長さ4m程度に配置する列が

見られる。東側の列には拳大の角礫が敷き並べられている。列同士の相互関係は不明であるが、時期の

異なる2つの建物基礎の可能性もある。

②石列09(図面4)

I ttAttDQ46を 中心に検出された。長径60cm程度の平石あるいは割り石の平らな面を上面にし、L字

状に1列並べている。東西方向は長さ3mで、南北方向は調査区外に延びるため全長は不明である。東端

部の礫には墨入れ線が十字に引かれており、脇に墨書があるが詳しく読み取ることはできなかった。形

状から建物礎石と判断される。

③石列21～30(図面7 写真図版9)

Ⅲ区AttCA26～ CE19にかけ検出された。遺構の大半は南側の調査区外へと延びる。番号を附した石

列はすべて単独遺構ではなく、実際は複数の建物基礎が重複していると推定されるが調査時には相互関

係を十分に把握せずに遺構番号を附したためここで整理する。

石列21022は同一建物の可能性がある。ただし西側中途でL字に折れ曲がる個所も見られるため別建

物の余地も残す。同一建物である場合の規模は北側の側面が約7.5mと なる。基礎を構成する礫は長径

50cm程度の平石を1列配置したと推定されるが、部分的に2列見られる個所もある。また礫の抜き取り痕

も見られる。この石列21。 22で構成される建物を仮に建物址 1と する。

石列23024も 同一建物の可能性がある。但し、石列23は礫の配置が1列であるのに対し、石列24は 2列

配置となっているため別建物の余地が残る。また、石列23西端部には南側に折れ曲がるように礫の抜き

取り痕が見られることから、ここを建物西角部分と推定した場合、建物の北側側面の規模はおよそ8m

となる。この石列23。 24で構成される建物を仮に建物址2とする。

石列25030も同一建物と考えられる。前2者と異なり長径50cm大の礫と拳大の小礫を用いている。大型

の礫は小礫の上部に見られることが多いため、小礫は礎石の根石である可能性が高い。この場合、建物

北側面の規模はおよそ7.5mと なる。この石列25030で構成される建物を仮に建物址3と する。

石列28・ 29も同一建物を構成すると推定される。石列25030の建物とは、調査区南端部に大型の礫が並

列し、側面が一致しないため別建物と判断される。部分的な検出のため建物規模は不明であるが、根石

を持つ礎石と推定される。この石列28029で構成される建物を仮に建物址4と する。
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以上から石列21～31は 4棟の建物が重複すると判断できる。それぞれの建物の前後関係は、建物址2

が最も古い可能性があり、建物址3は建物址4に先行する可能性がある。また、屋並帳や城下町を描いた

絵図面によると、Ⅳ区調査区北側が大通りとなるため、通り側に短辺を持つ短冊形の町割であり、それ

ぞれの建物址の北側面が平行することから、確認されている建物址の北側面が建物の梁行であると判断

される。

④石列31(図面8)

Ⅲ区B面調査中に北壁断面で石列を確認したため拡張して調査を実施した。従って実際の検出面はA

面である。CG26を 中心に東西方向へ40cm程度の平石が3.4m直線的に配置される。建物の基礎と推定さ

れるが、主要な部分は北側の道路部分広がると考えられる。

⑤石列32(図面8)

Ⅲ区BttCC24を 中心に検出された。上面には石列が多数存在する。調査区内で確認された礫は4個の

みであるが、礫抜き取り痕が直線的に並ぶ。抜き取り痕を含めた規模は、東西8.6m、 南北2mの L字と

なる。

⑥石列33034(図面6 写真図版10)

Ⅳ区AttDU25を中心に検出された。両石列とも隣接既存建物との関係上、全面調査を行うことがで

きず部分的な検出に留まった。石列33は長径50cm程度の平石を2列密接して配置しており、北及び西側

に延長すると推定される。調査区内での形状は東西2m、 南北3.5mの L字となっているが、全形は矩形

になると推定される。平石には「山二」が記号化された墨書と、「丸二」が記号化された墨書が見られ

る。区画内には拳大の礫が敷き詰められている。形状から建物基礎部分と推定される。石列34は33に近

接しているが、両者の前後関係等は不明である。しかし、南側断面では底面に大型礫を用いた石垣状の

施設が確認されており、あるいは区画のための石積みの可能性がある。

(2)区画用石積み (図版2 写真図版6)

敷地を区画する石積みと考えられる。Ⅳ区A面から2箇所で確認されている。石列01は調査区内での

規模が全長2.5mで 、長径20cmの細長い礫を根石として、その上に同様な礫を乱層積みしている個所が

見られる。前後は他遺構に破壊され、全長は不明である。また石列06の調査区内での規模は全長2.7m

で、長径60cm程度の大型礫を根石にして2～3段石積みが見られる。石積みの高さはおよそ50cm程度であ

る。両者は本町側の通りに向かって平行しており、その幅はおよそ9.2m程度となる。

(3)敷 石 (図面5 写真図版9)
石列15が該当しⅡ区AttDN03か ら検出している。5.5× 1.5mの長方形を呈し、中央部に幅50cm、 長さ

4m程度の敷石が見られない区画がある。敷石を構成する礫は拳大～人頭大まで様々な大きさがあり、

円礫・角礫が隙間無く詰められている。石積みが見られる個所は無い。遺構中央部に80× 60cm程度の長

方形の素材不明な容器が設置されており、水抜き穴状の個所も見られた。遺構の性格等は不明である。
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3)井戸址

今次調査では I ttA面から1基 (井戸址08)、 Ⅱ区A面から2基 (井戸址09。 10)、 Ⅱ区B面から3基 (井

戸址11。 12・ 16)、 Ⅲ区A面から5基 (井戸址13014015。 17。 18)、 Ⅳ区から3基 (井戸址05。 06・ 07)の 14基が

確認されている。但し、現存する市内井戸の状況から、底面までの深さは10m以上と考えられるため、

安全確保の点から底面までの調査を実施していない。井戸の形態は3種類確認されるが、詳細は遺構観

察表に記してある。

(1)石積み井戸 (図面17・ 18 写真図版11・ 12・ 13)

井戸址05006。 07・ 08009。 10。 11012の8基が相当する。掘り方から20～30cm程度離して40～ 50cm程度の円

礫や角礫を乱層積みし、隙間には拳大の礫を挟み込んでいる。小日積み個所は井戸上面から0,7～ lmま

でで、それより下は素掘りのまま基盤のローム層が剥き出しとなっている。また、掘り方は粘性の強い

黄色土で埋め戻されている。石積みの内径は0.8～ 1.2m程度である。井戸址の多くに大火時の廃棄物が

投棄されており、18～ 20世紀代の陶磁器類。ガラス。瓦。海鼠壁の腰板などが出土 している。また、井戸

址12は既存建物取り壊 し時に息抜用のパイプが差し込まれており、近年まで使用されていたと考えられ

る。

(2)素掘 り井戸 (図面19 写真図版13)

井戸址 16。 17。 18の 3基が該当し、井戸址06015も 可能性がある。直径1.7～ 2.4mの 円形で、壁はほぼ垂

直となる。石積み井戸と同様に深く、底面まで完掘 していない。この内、井戸址17は円形土坑の内部に

直径90cmの土坑が垂直に掘り込まれており、石積み井戸の形状と比較した場合、掘り方径が1.6～ 2.6m

の中に収まることを考慮すると石組みが外され廃絶した井戸の可能性もある。井戸址17か らは18世紀代

の陶磁器類、切り合い関係にある井戸址18か らは19世紀代の陶磁器類が出土している。

(3)コ ンクリー ト製井戸 (図面19)

井戸址13。 14が該当する。コンクリートにより鉄アレイ状に覆われたドーム内に丼戸が存在すると推

定される。側面にポンプ類や電極が存在する。近年まで使用されていたと考えられる。

4)土 坑

今次調査区からは土坑が1,000基以上確認されている。規模形状とも様々であり、個々の詳細を記載

することはできない。そのため土坑の形状や調査状況及び出土遺物を考慮 し、これらの土坑の機能。用

途を推定分類 しその特徴を述べ、代表的な例について事実記載する。なお、土坑の分類にあたっては、

前回調査地点の成果を参考にしている (飯田市教育委員会 2001)。 また個々の土坑の詳細データは遺

構観察表を参考にされたい。

(1)地下室

地面を掘り込んで作られた室である。民俗事例では野菜等の食料の保管や収納に用いられ、現在でも

民家に見られることがある。形状はほぼ方形あるいは長方形で、壁はほぼ垂直に掘り込まれており、壁
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の構造は素掘り。石積み・柱穴と壁材の痕跡が見られるものの 3類がある。いずれの遺構からも出土遺物

は陶磁器片などが多いため、廃棄にあたリゴミ穴として転用している可能性が高い。明確な例として以

下の9基を記載する。

①土坑89(図面9)

I ttAttDE47で 確認された。一辺およそ1.6mの方形もしくは長方形と推定される素掘りの地下室で

ある。検出面からの深さはおよそ1.2mで、壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。内部から

京・信楽系の中碗が出土している。遺物から18世紀以降と推定される。

②土坑131(図面8 写真図版15)

I ttAttCY43か ら検出された。遺構の東・南側が調査区外に延びる。石積みの地下室と推定されるが、

地下室同士が重複若しくは拡張されているため全体の形状が不明である。東西方向の石組みの全長は3

mで、人頭大の礫が3段程度積み上げられている。また、底面にも同様な礫が敷き詰められている。土

坑内部には多量の焼土が混入し、遺物には瀬戸・美濃系陶器の小杯。紅皿、焼けて変形した鉄製品や銭貨

が見られ、20世紀代と推定される。

③土坑241(図面8)

I ttAttDA44か ら検出された。南側が他遺構により破壊されている。石積みの地下室と推定されるが、

形状・規模は不明である。最大60cm程度の礫が底面から1段積まれているが、底面には礫が散乱している

ことから2段程度の石積みで構築されていたと推定される。内部からは瀬戸・美濃系陶器の大皿・灯明受

皿、肥前系磁器の中皿、瀬戸・美濃系磁器片、不明銅・鉄製品が出土しており19～ 20世紀と推定される。

④土坑242(図面10)

I ttAttDA45で確認された。1.5× 2mの長方形と推定される素掘りの地下室である。検出面からの

深さはおよそ50cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦となる。遺物は出土していない。

⑤土坑301(図面12 写真図版18)

I ttBttDF47か ら検出された。最終的な規模はおよそ1.9× 2.1の長方形で、検出面からの深さは70cm

である。遺構検出面には1.5× 2。 2mの範囲で拳大～60cm程度の礫が散在しており、当初は建物基礎とし

て調査した。

礫の除去後、礎石下を確認する段階で、地下室と判断し調査を行った。壁はほぼ垂直に立ち上がり、

底面には幅10cm程度の溝が壁に接して全周している。溝内部には壁材と推定される木質部が僅かに見ら

れた。また、底面四隅には10× 20cm程度の方形の柱穴が確認され、柱穴内部には腐食した木質が確認さ

れた。こうした状況から周囲に壁板を用いた地下室の可能性がある。底面は平坦で、北東隅に小ピット

が見られる。

内部からは瀬戸・美濃系陶器の灯明受け皿・片口鉢、肥前系磁器の大皿・中鉢が出土しており、18～ 19

世紀と推定される。
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⑥土坑500(図面12 写真図版21)

Ⅱ区BttDP43か ら検出された。南側が既存建物の基礎により破壊され、全体の形状は不明である。

検出された部分はおよそ50cm程度の平石を用いた階段が 4段造作され、階段両脇には拳大から40cm程度

の円礫や角礫を用い壁が作られている。壁の高さは底面からおよそlmで、裏込めは確認されなかった。

底面には敷石等の施設は確認されていない。遺物は陶磁器の小片のみで時期等の詳細は不明である。

⑦土坑880(図面12 写真図版19)

Ⅲ区AttCE28か ら検出された石積みの地下室である。規模は1× 1.8m程度の長方形で、人頭大の円礫

や角礫で周囲が囲まれている。底面は平坦で、敷石は見られない。検出面からの深さはおよそ20cmと 浅

いため、上面が破壊されている可能性もある。内部から遺物は出土していない。

③土坑883(図面13 写真図版19)

Ⅲ区AttC」 22か ら検出された石積みの地下室である。規模はおよそ1× 1.6mの長方形を呈すると推定

されるが、南壁は他遺構との重複で破壊されている。検出面からの深さはおよそ40cm程度で、壁面には

底面から2段程度石積みが見られる。底面は平坦で、敷石等は見られない。内部からは瀬戸。美濃系陶

器の大皿0瓶。鉢。橋鉢、漆皮膜が出土している。

⑨土坑1099(図面16 写真図版22)

Ⅳ区AttDS17か ら検出された。検出当初は2× 3mの範囲で拳大から人頭大の礫がコの字に配置され

た状況から建物基礎部分と判断し調査を行ったが、内部の掘り下げを行った結果、石積みの地下室と判

断した。最終的な規模は1辺 2m程度の方形と推定され、北隅は階段状に掘り込まれている。壁には50

cm程度の細長い礫を土台とし、礫と礫の間は小礫が詰められている。当初確認された礫の配置はこの上

面にあたると考えられ、この場合、石積みは3～4段あったと推定されよう。検出面からの深さは70cm程

度で、底面は平坦だが西側に溝が掘り込まれている。内部からは陶磁器類の小片が出土しているが、時

期等の詳細は不明である。

(2)厠

円形あるいは長方形の浅い土坑内部に、甕等が据えられたもの。甕の内面には白色の物質が付着して

いるものが多い。これらは塩分等が沈着した可能性がある。以下の4基が該当する。

①土坑899。 900(図面13 写真図版19020)

Ⅲ区AttCF19。 CG20か ら並列した状況で確認された。土坑間はおよそ90cm離れている。土坑899は直

径およそ40cmの 円形を呈し、掘り方の断面はU字状となる。土坑内部には常滑系の大甕底部付近が据え

られている。土坑900は掘り方の平面形が直径60cm程度のほぼ円形を呈 し、断面形はU字状となる。内

部に常滑系の大甕底部が据えられている。

いずれの土坑も掘り方の深さが10cm程度と浅く、甕の上部が失われていることから本来の形態ではな

い可能性もある。土坑周辺には上屋構造を示す柱痕等は確認されていない。いずれの甕にも白色粒子が
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顕著に付着しており、大便用・′jヽ便用に分けられた厠の可能性を指摘できる。遺物が断片的なため時期

等は不明である。

②土坑3660367(図面11)

Ⅱ区AttDN000DN49か ら並列した状況で確認された。土坑掘り方は接している。土坑367の掘り方の

規模は50× 70cmの長方形を呈し、内部に大甕底部が据えられている。土坑367は掘り方が50× 70cmの長

方形を呈し、内部に大甕を据え、甕底面に植木鉢を伏せた状態で据えている。いずれの土坑も甕の上面

は失われており、本来の形態でない可能性もある。また、甕には塩分の付着が認められる。周辺に上屋

構造を示す施設は確認されていない。

出土遺物の様相は19世紀と推定される。

(3)桶据付痕のある土坑

円筒形に掘り込まれた土坑内部に、桶の据付痕が見られる土坑。土坑の内部に桶が埋め込まれたと推

定され、厠あるいは水等の貯蔵の機能が推定される。以下の5基が該当する。

①土坑135(図面6)

Ⅳ区AttDS24か ら検出された。約半分が調査区外へ広がる。直径 lmの円形を呈し、壁はほぼ垂直

となる。検出面からの深さはおよそ30cmで、底面は平坦となり、桶底が残存していた。遺物は出土して

いない。

②土坑246(図面10 写真図版16)

Ⅳ区AttDU13か ら検出された。直径80cm、 深さ20cmの ほぼ円形を呈し、壁は垂直に立ち上がる。底

面は平坦で、直径50cmの桶底痕が見られた。遺物は出土していない。

③土坑248(図面10)

Ⅳ区AttDU16か ら検出された。直径約lm、 深さ40cmの ほぼ円形を呈し、壁は垂直に立ち上がる。底

面は平坦で、推定径70cmの桶底痕が見られた。遺物は出土していない。

④土坑265(図面10 写真図版16)

Ⅳ区AttDW16か ら検出された。直径約70cm、 深さ50cmの ほぼ円形を呈し、壁は垂直に立ち上がる。

底面は平坦で、推定径60cmの桶底が残存していた。土坑内部からは瀬戸0美濃系の捏鉢、肥前系磁器の

碗蓋、瀬戸・美濃系磁器の小瓶、瓦質火鉢等が出土しており、19世紀と推定される。

⑤土坑270(図面11 写真図版16)

Ⅳ区AttDW17か ら検出された。周囲に拳大の礫が散乱し、直径70cmの桶底が確認されている。桶底

下部には1.9× 1.7mの不整形な土坑が見られ、土坑内部からから瀬戸・美濃系陶器類、肥前系磁器類が出

土しており、17～18世紀と推定される。土坑と桶底は別時代の可能性がある。
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(4)鋳造遺構

①土坑182(図面10 写真図版21)

Ⅳ区AttDQ14か ら検出された。掘り方は直径1.7mの ほぼ円形を呈し、深さはおよそ40cmである。土

坑中心部に長径20～40cmの細長い礫を用いコの字形に石組みした炉址が確認された。石組みによって方

形に区画された内部は長方形に一段深く掘り込まれ、南側には扁平な礫が据えられている。石組み内部

及び周辺には焼土が多量に見られ、炉址を構成したと推定される礫が散布している。また近接する土坑

196・ 197か らは増塙が出土しており、土坑182を中心とする鋳造遺構が存在したと推定される。遺構内部

からは瀬戸。美濃系の小皿。碗等が出土しており、17世紀初頭と考えられる。

(5)カ マ ド状遺構

①土坑932。 934(図面15 写真図版20)

Ⅲ区AttCF26か ら検出された。土坑932は 9310934と 切り合い関係にあり最も新しい。土坑932は長径

1.2× 短計1.lmの 円形に近い形状で、西側は深く掘り込まれ、底面中心部が一段深く溝状になり、東側

の掘り込みは浅くなる。焼土は中央の落ち込み内には少なく、周囲にU字状に分布する。遺物は出土し

ていない。切り合い関係にある土坑931か らは瀬戸。美濃系陶器の小皿。橋鉢等や、肥前系磁器の小皿。碗

蓋0蓋物等が出土しており18～ 19世紀と推定される。このため土坑932は 19世紀以降の可能性が高い。

土坑934は長径1.2× 短径0。8mの方形に近い形態である。西側で高い位置から掘り込まれ、東側は平坦

となる。底面の構造も土坑932に近く、焼土もU字状に分布する。土坑内からは瀬戸。美濃系陶器の橋

鉢。香炉。徳利や肥前系磁器の小杯。中皿が出土しており、18世紀と推定される。

(6)ごみ坑

人為的に掘り込まれた穴に不要品等を廃棄したごみ穴である。規模。形状は様々で、今次調査区から

最も多く確認されている遺構である。遺構は複雑な重複関係にあり、同一個所で繰り返し掘削が行われ

たと推定される。内部からは陶磁器類の破片が最も多く、獣骨 。貝類等が出土した土坑も見られる。こ

れらの中から特徴的な土坑について記載する。

①土坑124(図面21)

I ttAttDD43か ら検出された。土坑125と 重複関係にあるが、前後関係は不明である。規模は約3.3×

1.lmの不整形で、底面は平坦となる。内部からは多量の遺物が出土しており、瀬戸。美濃系陶器の小

碗、仏飯器、橋鉢。灯明受け皿。ノjヽ瓶、唐津系の小碗、肥前系磁器の中碗。蕎麦猪口。うがい茶碗、瀬戸。美

濃系磁器の中碗蓋、産地不明の土鍋・火鉢。混炉等が見られ、18～ 19世紀と推定される。

②土坑269(図面33)

Ⅳ区AttDT18か ら検出された。規模は約1.4× 1.3の楕円形を呈し、深さは約1.3mである。壁はほぼ垂

直に立ち上がり、底面は平坦となる。内部からは多量の遺物が出土しており、瀬戸・美濃系陶器の中碗。

小碗。ノjヽ皿。捏鉢。灯明皿。灯明受皿・橘鉢・仏花瓶、肥前系磁器の中碗。ノjヽ碗0中皿。ノJヽ皿、不明銅製品が見

られる。
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③土坑274(図面10)

Ⅳ区AttDV18で 検出した。規模は約1.8× 1.2の楕円形を呈し、検出面からの深さはおよそ50cmで ある。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。内部からは葵文鼈甲製櫛、瀬戸・美濃系陶器の中

碗・′lヽ碗・香炉。瓶・仏飯器・火もらい、肥前系磁器の中皿が出土しており、18世紀と推定される。出土遺

物中、火もらい底部には「ガ」墨書がある。

④土坑537(図面26)

Ⅱ区BttDQ41か ら検出された。周囲を土坑45504990567等 に切られているため全体形を窺うことがで

きない。確認された規模は約4.1× 2.6mの不整形で、底面は平坦である。内部からは多量の遺物が出土

しており、瀬戸・美濃系陶器の中碗・片口。水滴0′Jヽ杯、肥前系陶器の中碗・′lヽ碗、唐津系の中皿・中碗、肥

前系磁器の小杯・中碗・ノjヽ碗0青磁鉢、青花大皿、焼塩壷、碗形流動滓、巻貝などが見られ、17～ 18世紀

と推定される。

⑤土坑700(図面13)

Ⅱ区BttDN01で検出した。周囲が他土坑によって破壊されているが、調査区内での規模は長径2.7×

短径1.9mの不整径を呈し、検出面からの深さはおよそ80cmである。壁はやや内傾気味で、底面は平坦

である。遺物は瀬戸・美濃系陶器の小碗・橘鉢、青花皿、鉄製品が出土している。

⑥土坑1041。 1043・ 1044(図面14)

Ⅲ区BttCD25を中心に検出された。重複関係からごみ坑が規模・形態を変えながら同じ場所で繰り返

し造作された例として記載する。

土坑1043は土坑1044・ 1041と 切り合い関係にあり、最も新しい。周辺には大小様々な土坑が近接する。

土坑1043は長径2.2× 1.8mの ほぼ方形を呈し、検出面からの深さはおよそ70cmで ある。土坑底面は平坦

で、内部に建物基礎と推定される長径1.7× 短径0。4mの長方形の割石が投棄されていた。この他の遺物

として瀬戸・美濃系陶器の中碗や肥前系磁器の中碗が出土しており、18世紀と考えられる。

土坑1041は長径4×短径 2mの不整径な土坑で、検出面からの深さはおよそlmである。17世紀の遺物

が出土した土坑103901046・ 1095を切る。底面は平坦で、内部からは少量の陶磁器片が出土しているが、

細片のため時期等不明である。

土坑1044は前記2基の土坑により破壊され、南壁部分が残存するに過ぎない。遺物には京・信楽系の灯

明皿、備前系の徳利、青花片、土鍋、銅・鉄製品等が出土している。

(7)大火灰掻き坑

第Ⅱ章第 3節で述べてきたとおり、飯田城下町では江戸時代から昭和まで大火が頻発している。こう

した大火後の焼土等を廃棄した土坑を大火灰掻き坑として扱う。規模・形状は様々であるが、共通点と

して焼土。壁土等を遺構埋土に多量に含むことが挙げられる。土坑13101320238・ 24002810292035104080

461・ 513が該当し、出土遺物は18～20世紀の陶磁器類が主体に見られる。これらのうち代表的な事例を

記載する。
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①土坑292(図面11)

Ⅳ区AttDY15か ら検出された。東側を一部土坑239に切られる。規模は約3.5× 2.6mの 不整形で、検

出面からの深さは50cmである。壁は斜めに立ち上がり、底面は平坦である。埋土は焼土が主体となり、

炭化物や灰が混入し、検出面から底面まで同一な状態であったため、一度に埋め戻されたと推定される。

出土遺物には肥前系陶器中碗等が見られる。

②土坑240(図面31)

Ⅳ区AttDX16か ら17にかけ検出された。規模は約4.6× 2.4mの不整形で、底面は平坦となる。埋土は

焼土が主体で、多量の炭化物や灰が混入し、検出面から底面まで同一な状態であったため一度に埋め戻

されたと推定される。出土遺物は多く、瀬戸・美濃系陶器の中碗。橘鉢。壺。火鉢。合子。火もらい。人形。仏

花瓶、京。信楽系の中碗、肥前系磁器の中碗・ノlヽ碗・中皿。ノjヽ杯。碗蓋。蕎麦猪日、焼塩壺、灯明皿、不明

銅。鉄製品、煙管、銭貨が見られる。遺物は18世紀と考えられるが、銅。鉄製品。銭貨は焼けて変形して

おり詳細は不明である。火もらい。人形・仏花瓶の底部には墨書が見られ、特に火もらいは土坑274と 同

じ「ガ」が言己されている。

③土坑238(図面10)

Ⅳ区AttDV16か ら検出された。土坑266に北側を切られる。規模は約1.4× lmの 円形と推定され、底

面は平坦となる。検出面からの深さはおよそ40cmで、内部に多量の焼土。炭化物。灰が見られ、一気に埋

め立てられている。出土遺物には植木鉢0瓦・壁材。碍子等が見られ、状況から飯田大火時の灰掻き坑と

考えられる。

④土坑513(図面12)

Ⅱ区BttDW41で確認された。他遺構との重複等で規模は不明であるが、検出面からの深さはおよそ

40cmで ある。土坑内部には焼土が多量に見られ、遺物には瀬戸・美濃系陶器の中碗。中皿。橘鉢、肥前系

磁器の中皿。小皿。′jヽ碗等が出土しており、18世紀と推定される。

(8)水琴窟

①土坑370(図面11 写真図版17)

Ⅱ区AttDP01か ら検出された。重機での表土剥ぎの段階で底部に穿孔のある大甕が確認され、その

構造から水琴窟と判断した。このため実際の検出面はほぼ現地表面に近い。掘り方の規模は長径90cm、

短径78cm、 深さ60cmの楕円形を呈し、断面形はU字状となる。U字状の底面は平坦に埋め戻されている

が、小石等は敷かれていない。掘り方内部に設置された甕は口縁部径68cm、 器高61cm、 底部径28cmで、

底部ほぼ中央部に穿孔が見られるが、重機作業中に確認されたため、穿孔部が欠損し、半分程度しか確

認できない。残存部から推定する穿孔は直径 3 cm程度である。甕は掘り方北壁に接して埋設され、南側

は拳大の礫等で充填されている。甕の内部は中空となり、底面にはlcm程度細かな砂が堆積していた。

砂の内部からはビー球2個、江崎グリコ社製菓子に付属した陶製玩具 (軍艦。城門)が検出された。遺構

の検出状況と遺物から20世紀と推定される。
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(9)柱 穴
直径20cmか らlm程度と規模は様々であるが、内部に柱痕や根石を持つものを建物柱穴と判断した。

各地区第二検出面であるB面からの検出事例が多く、特に、区A・ B両面で顕著に確認されている。しか

しながら柱穴の配置から建物を推定することはできなかった。また遺物も少なく時期の否定が困難であ

るがB面に多く確認されていることから江戸初期もしくは中世に遡る可能性もある。

(10)用途不明な土坑

①土坑1057(図面15 写真図版22)

Ⅲ区BttCC23か ら検出された。上面に建物基礎である石列19が作られている。長径約3×短径2.lmの

不正形を呈し、南側に30cmほ どの溝が延びる。当初直径2m程度の円形土坑として調査したが、掘り進

める段階で北側に1.2m程度の張り出し部が確認された。張り出し部には半月形の昇降施設が掘り込ま

れている。検出面からの深さはおよそ80cmで 、底面は平坦となり中央部に北東から南西方向へ幅15cm、

深さ20cm程度の溝が掘り込まれている。溝の北側の昇降施設付近には20cm程度の礫が溝を覆うように組

まれ配置されている。溝の断面形はU字状で内部に木質部が残存し、砂が堆積していた。溝の中央付近

には一辺40cm程度の方形の穴が掘り込まれ内部には砂が見られた。また土坑の壁直下にも底面周囲を取

り巻くように幅20cm程度の溝が掘り込まれている。中央部の溝等に川砂の堆積が見られることから、排

水施設等の水に関連する施設と推定されるが、類例がなく用途は不明である。出土遺物には瀬戸・美濃

系陶器の天目茶碗・中皿・ノlヽ皿0橋鉢・茶壷や、肥前系磁器の中碗等が見られ、17～ 18世紀と考えられる。
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第3節 遺 物

第 1項 縄文時代か ら平安時代の遺物
1)縄文時代の遺物 (図面40-1～ 5)

ⅢoⅣ区中心にグリットから出土している。出土層位はいずれもローム漸移層にあたる。意向は確認

されていない。1は縄文時代前期前半の木島式。2～ 5は中期末葉の土器である。いずれも小破片である

ため詳細は不明である。

2)弥生時代の遺物 (図面40-6～ 9)

方形周溝墓の周溝およびグリットから出土している。櫛状工具による波状文が施されるもの (6)も

みられる。小片のため詳細は不明であるが、弥生時代後期の中島式と考えられる。

3)古墳時代から平安時代の遺物

道路遺構を構成する溝32か ら土師器片が少量出土している。小片のため時期等は不明である。

第 2項 遺構出土の陶磁器類
飯田城下町遺跡からは土坑を中心に数多くの陶磁器類が出土している。その多くは破片で器種の判別

が困難なものも多い。ここでは遺構ごとに主な出土遺物を概観したい。また、各土坑出土遺物の詳細は、

土坑観察表を参考にされたい。

1)土坑125(図面42-2 写真図版73)

陶器は瀬戸。美濃系の灯明皿。灯明受け皿。橘鉢、肥前系の中碗。ノJヽ皿が出土している。このうち灯明皿

は10枚、灯明受け皿は6枚出土している。灯明皿はいずれも日径9。 5cmか ら10cmで、内面および口縁部に

灰白色の釉薬が掛けられ、体部外面は釉が拭き取られたような痕跡が見られる。また見込みにはピンの

痕跡が5箇所見られるものと、全く見られないものがある。いずれの灯明皿も煤等の付着は見られず、

未使用の状態で一括投棄された可能性が高い。灯明受け皿は□径9。 5cmか ら10cmで、胎土や施釉すべて

灯明皿と同一である。体部外側には、受け部の融着痕が観察される。いずれも使用痕が認められず、灯

明皿と同様に一括廃棄されたと推定される。

図面42-2は 日径10.2cm、 器高5.7cmの広東碗である。□縁部。体部内面に圏線を施 し、見込みには帆掛

け舟が描かれる。体部外面には雁。帆掛け舟・山水が描かれている。この他に肥前系磁器の小皿が見られ、

体部内面に草花文が施されており、底部は厚く重量感がある。

陶磁器類の様相は18世紀から19世紀と推定される。

2)土坑 196(図面42-3～ 6 写真図版28)

陶器は瀬戸。美濃系の中碗。ノjヽ杯がみられ、磁器には肥前系の中碗。中皿が出土している。陶器の中碗

には平形と腰張形があり、平碗には見込み部分に草花文が施される。
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肥前系磁器中碗 (3)は 口径10。 3cm、 器高5.7cmで 、内面に赤色顔料が僅かに付着している。体部外面

には梅文が施され、高台内部には圏線内に「大明年製」の記号化した銘が見られる。4も同様な意匠で

あるが、高台内部に銘は見られない。6は口径1lcm、 器高5。 6cmで、見込み及び高台内には砂が残る。外

面には竹あるいは笹が施されている。5は日径14.4cm、 器高3cmの中皿である。□縁部が外反し、やや折

縁状を呈する。見込みには折梅と竹、竹と重なる円弧内に牡丹が施される。体部外面には帆掛け舟。雲

等を組み合わせた海浜図が描かれ、高台内には圏線が引かれ、内部に「富貴長春」の銘が記されている。

陶磁器類の様相は17世紀から18世紀と推定される。

3)土坑240(写真図版28)

陶器には瀬戸・美濃系の中碗。橋鉢・壷。火鉢0合子・火もらい。人形・仏花瓶、曽盤、京・信楽系の中碗が

みられ、磁器には肥前系の中碗・ノIヽ碗・ノJヽ皿・ノlヽ杯・碗蓋・蕎麦猪口が出土している。

京。信楽系の中碗は推定口径13.3cmで器高は不明である。内面には上絵で松と竹を描いている。瀬戸。

美濃系の火もらいは器高12.5cm、 高台径6.5cmの卵形で、高台は付け輪高台である。窓の部分は器形に合

わせた丸みのある山形で、長径7.5× 短径6.5cmを 測る。取手は器の頂部から背面に粘土紐を貼付してい

る。背面の頂部付近にも直径lcmの穴が3箇所穿孔されている。外面には高台付近まで飴色の釉薬が施さ

れ、内面も上半部に施釉される。また内面には僅かに黒色の付着物が観察される。無釉の高台内には

「ガー」と墨書が見られる。同様に土坑274か ら高台内に「ガ」の墨書がある火もらいが出土しており注

目される。この他に土坑240か らは人形。仏花瓶底部に墨書が見られるが判読できない。

肥前系磁器の中碗・ノlヽ碗は共に破片のため詳細は不明であるが、それぞれ草花文が施される。小皿は

体部内面に太い圏文を施し、その内部をS字状の捻文で区画する。見込み中央にコンニャク判の五花弁

が記され、高台内にかなり記号化した銘が見られるが判読できない。

陶磁器類の様相は18世紀と推定される。

4)土坑274(写真図版30)

陶器には瀬戸・美濃系の中碗・ノlヽ碗・折縁皿0仏飯器。瓶・火もらいがあり、磁器には肥前系の中皿が出土

している。

瀬戸・美濃系の瓶は口径3cm、 器高15cm、 高台径5.3cmで、高台付近まで透明感のある灰釉が施釉され、

肩部に呉須絵が描かれる。高台内には墨書が見られるが判読できないが、小碗高台内に記される墨書と

同一の文字である。仏飯器は口径8.5cm、 器高6cm、 底部径が5cmで、底部付近まで透明感のある灰釉が

施釉され、日縁部には呉須絵が施される。土坑274か らは同様な仏飯器が出土しておリー対で破棄され

たと推定される。火もらいは上半部が欠損するが、高台径は6.3cmである。体部外側は高台周辺まで飴

色の釉薬が施され、内面にも一部確認できる。高台内には「ガ」の墨書がみられる。おそらく土坑240

の火もらいと対になる可能性が高い。

肥前磁器の中皿は口径13.3cm、 器高2.9cmで、体部内面に太い圏線を巡らし、内部はS字の捻紋で区画

される。見込み中央部にはコンニャク判の五花弁が施される。また外面は二重に圏線が巡り、部分的に

鳥と島が組み合わされ、極めて簡略化された文様が見られる。高台には砂が付着している。

陶磁器類の様相は18世紀と推定される。
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5)土坑269(図面42-7～ 13 写真図版29)

陶器には瀬戸。美濃系の中碗・′jヽ碗 0ノ lヽ皿・捏鉢。灯明皿・灯明受皿。橘鉢。仏花瓶等がみられ、磁器には肥

前系の中碗。′Jヽ碗。中皿。ノlヽ皿が出土している。このうち肥前系磁器の中碗 (7)は口径11.lcm、 器高6cm

で外面には草文 (竹)と雁が描かれ、見込み部と高台内には砂が残っている。9。 12も文様意匠が同一で、

見込み部と高台内に砂が付着する。10は日径10.5cm、 高さ5。 8cmで外面に梅が描かれる。高台には砂目が

残り、高台内には底裏銘があるが判読できない。11は 日径10cm、 器高5.7cmで、外面には草花文が描か

れるが、内容ははっきりとしない。高台には砂が残っている。小皿 (8)は口径12.5cm、 器高3.5cmで、

外面に圏線を描き、部分的に草文がみられる。内面胴部には草花文が巡らされ、見込み中央に五花弁が

コンニャク判で施文される。器壁は厚く、重量感がある。13は 口径10.8cm、 器高2cmで、内面には海老

が主な意匠として描かれる。高台内には宣徳年製の銘が見られる。小皿類にはこの他に菊花が描かれ、

高台内部に記号化された大明年製の銘が見られるものがある。

陶磁器類の様相は17世紀から18世紀と推定される。

6)土坑270(写真図版29)

陶器類には瀬戸・美濃系の中碗・ノJヽ碗・ノlヽ杯・中皿。片口鉢。香炉。甕、肥前系の中皿、肥前京焼風陶器の

小碗、備前系壺等が見られ、磁器には肥前系のうがい茶碗が出土している。

瀬戸。美濃系陶器の中皿は口径13.5cm、 器高3.7cmで 、灰釉が胴部上半まで施釉され、高台は無釉であ

る。□縁部を 4ヵ 所内側へ押し上げ、見込み中央部に印刻が施される。肥前系陶器の中皿は推定回径17

cm、 器高5。 4cmの折縁形で、内面には青緑色の釉薬が施され、見込みは蛇ノロ釉ハギされている。高台

は無釉で外面は灰白色の釉薬が施されている。内面には白色の付着物が残るが、成分等は不明である。

肥前京焼風陶器の小碗はいずれも高台内に印銘が押されるが判読できない。

肥前系磁器のうがい茶碗は□径が復元できないが、器高は4.4cm、 高台径は3.2cmである。内面に上絵

で花弁等を施すが、詳細は不明である。

陶磁器類の様相は17世紀後半から18世紀と推定される。

7)土坑301(図面42-14015 写真図版41)

陶器は瀬戸・美濃系の灯明受け皿。片口鉢が見られ、磁器は肥前系の小鉢等が出土している。14は日径

14.5cln、 器高5cIIlの青磁小鉢で、高台は蛇ノロ凹形高台である。高台中央には二重方形枠内に記号化さ

れた文字が見られるが判別できない。見込みには二重の圏線内に山水が施されている。15も 日径14.5cm、

器高5。 lcmの青磁中鉢で高台。文様共に14と 同一である。いずれの中鉢も底部が厚く、重量感がある。陶

磁器類の様相は18世紀と推定される。

8)土坑313(図面43-4)

陶器には瀬戸・美濃系の中碗。ノjヽ皿・片口鉢・橘鉢。人形?、 肥前京焼風陶器の中碗、肥前系の中碗、産地

不明の中碗・′jヽ杯があり、磁器は肥前系の中碗。仏飯器が出土している。

肥前系陶器の中碗は推定回径12.5cm、 器高6.8cmで、高台脇まで内外面に青緑色の釉薬が施される。肥

前京焼風陶器の中碗は、高台内に印銘が押されるが判読できない。産地不明の中碗は推定径1lcm、 器高

-30-



5。 7cmで高台脇まで全面に鉄釉が施されるが発色 していない。胎土は赤色で、自色粒子や雲母片を含み

重量感がある。

肥前系磁器の中碗 (4)は、最大□径 10。 2cm、 器高5。 8cmで、日縁部が楕円形に歪んでいる国縁部に圏

線を 2重に巡らし、体部には草花文と蝶を施している。高台には砂が残っている。

陶磁器類の様相は17世紀から18世紀と推定される。

9)土坑353(写真図版31)

小皿類 (丸皿。菊皿・折縁皿・折縁ソギ皿)が出土している。いずれも瀬戸・美濃系と考えられる。丸皿

には削り込み高台で灰釉が全面施釉されるものと、削り出し輪高台で長石釉が全面施釉されるものとが

ある。菊皿は削り出し輪高台で長石釉が全面施釉され、日唇部には煤が付着している。折縁皿は削り込

み高台で、灰釉が全面施釉されている。底部には輪 トチが付着している。

遺物の様相から16世紀末から17世紀初頭と推定される。

10)土坑354(写真図版31)

折縁ソギ皿・ノJヽ杯・天目茶碗。大皿が出土している。折縁ソギ皿は削り込み輪高台で、灰釉が施釉され、

内面底部は内ハゲされている。小杯は削り出し輪高台で長石釉が全面施釉される。天目茶碗は破片のみ

であるが、高台は削り込み輪高台である。いずれも瀬戸 0美濃系と考えられるも大皿は内面に段が見ら

れ、長石釉を施し、見込み部分に鉄絵を描いており唐津系と考えられる。

遺物の様相から16世紀末から17世紀初頭と推定される。

11)土坑465(写真図版33)

陶器には天目茶碗・丸皿 0中碗。大鉢 0中鉢が出土している。鉄釉が施された天目茶碗は、推定径1lcm、

器高7.7cmで 、高台脇から斜めに立ち上がり、日縁直下で内傾気味に立ち上がり、日縁部は僅かに外反

する。高台は削り出し高台で、高台内には円形に削り痕が残る。

長石釉が施された天目茶碗は推定径12cm、 器高 7 cmで、高台脇から斜めに立ち上がり、日縁部は直立

する。□縁部に鉄釉により僅かに文様が見られるが、詳細は不明である。

中碗は口径11.7cm、 器高7.5cmの杉形で、全面に灰釉が施される。丸皿は削り込み高台で灰釉が全面施

釉される。底部にはピンが融着している。中碗は長石釉が施され、胴下半部は露胎している。

大鉢は推定形28cm以上で、灰釉が全面施釉される。高台は削り出し輪高台で、日縁部は短く外反し、

日唇部が立ち上がる。内面には櫛状工具による波状文が施され、 トチンの痕跡が2箇所に残る。
中鉢は口径14cm、 器高6.5cmを測り、灰釉が施釉される。高台は付け輪高台で、口縁部が短く外反し□

唇部が立ち上がる。内面には刻線で草文が 4つ一単位で 3箇所に施される。いずれも瀬戸・美濃系と考

えられる。

磁器には小杯。中碗が見られる。小杯は端反形であるが、破片のため法量は不明である。体部には帆

掛け舟と雲が施されており、おそらく海浜風景を描いていると推定される。中碗も破片のため法量は不

明である。体部には牡丹が施されている。

陶磁器類の様相から17世紀と推定される。
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12)土坑505(写真図版35)

折縁皿。天目茶碗。向付・ノjヽ瓶・輪花皿・白磁小皿。青花皿が出土している。折縁皿は口径12cmで、灰釉が

施され、内面底部は内ハゲされている。高台は削り出し輪高台で、底部には輪 トチの剥離痕がみられる。

また内面には煤が厚く付着している。天目茶碗は削り出し輪高台で、内外面に鉄釉が施され黒褐色を呈

する。高台及び胴下部は露胎で、長石粒が特徴的に見られる。向付は口径8。 5cmの入隅四方形に整えら

れた角向付である。高台は削り込み高台で輪 トチの痕跡が残る。外面には草文が鉄釉で描かれるが発色

が悪く不明瞭である。陶器類はいずれも瀬戸・美濃系と考えられ、様相から16世紀末から17世紀初頭と

考えられる。

13)土坑537(写真図版34)

陶器には瀬戸・美濃系の中碗。片口鉢・水滴 0/Jヽ杯。ノlヽ皿等、肥前京焼風の中碗、唐津系の中皿等が見ら

れ、磁器類には肥前系の小碗。中碗・ノlヽ杯・青磁鉢や中国青花大皿片が出土 している。このうち唐津系の

中皿は3枚みられ、いずれも回径14cm、 器高4cm前後で□縁部は外反し、高台を含め全面に灰白色の釉薬

が掛けられている。また、見込みと高台端部には砂目積み痕が見られる。

肥前系磁器の小碗は回径8.8cm、 器高4.5cmで外面に山水文が2単位描かれ、高台には砂目が残る。中碗

は日径1lcm、 器高6cmで 円文内に海浜風景・山水文が描かれている。小杯はいずれも端反形で、外面に帆

掛け舟等を描き、高台内の方形枠内に変形字が記されるものと、外面に草花文を描き、高台内部に宣明

年製の底裏銘が見られ、高台端部には砂が付着するもの等が出土している。

陶磁器類の様相は17前半から18世紀と推定される。

14)土坑892(写真図版35)

折縁皿。皿。揺鉢。青花片がみられる。折縁皿は削り出し輪高台で輪 トチが付着する。灰釉が施され内

ハゲにし、内側面には菊花の押印が巡らされる。内面底部には煤が付着する。皿は底部のみのため器種

が不明であるが灰釉が施され、底部内外面は釉が拭き取られている。摺鉢は口縁部を外に折り返してい

る。これらの皿類。橋鉢は瀬戸。美濃系と考えられる。青花片は小片のため器種は不明である。遺物の様

相は16世紀末から17世紀前半と考えられる。

15) 」L力た893 (■手夢雲歴コ片反36)

小皿類 (丸皿。折縁皿。稜皿等)が見られる。丸皿は削り出し輪高台で灰釉が全面施釉され、底部に輪

トチが付着 している。折縁皿は付け輪高台で灰釉が施され内ハゲにしている。また内側面に菊花?の押

印が見られる。稜皿は削り込み高台で灰釉が全面施釉される。この他に長石釉が施され口唇部が波状に

なる皿も見られる。いずれも瀬戸。美濃系で遺物の様相から16世紀末から17世紀初頭と考えられる。

16)土坑897(図面44-1・2 写真図版37)

陶器には瀬戸・美濃系の大碗。中碗。ノJヽ皿。壺蓋・香炉。着盤、唐津系の中碗、肥前系の大碗、肥前京焼風

陶器の中碗が見られる。このうち瀬戸 0美濃系の小皿は折縁皿と丸皿が見られ、折縁皿は日径10。5cmで

灰釉が施釉され、内面は内ハゲで、削り出し輪高台の内部には輪 トチが融着している。
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丸皿は口径10cmで、灰釉が全面施釉され、見込み中央には菊花が刻印されている。高台は付け輪高台

で、内面に輪 トチが融着している。肥前京焼風陶器の中碗には高台内部に「木下弥」刻印が見られる。

磁器には肥前系の極小皿 0ノ Jヽ杯。大皿。角皿・盤 0青磁中皿、中国青花皿等が出土 している。このうち小

杯は端反形で山水文を施すものなどが見られ、高台内部には宣明年製や方形枠内に不明文字を施すもの

がある。

極小皿は器形が復元できたものが7個体あり、いずれも口径5.5cm、 器高1.3～ 1.5cmで、菊花状に整え

られ、見込みには上絵で蝶が描かれる。この他にも同様な破片が多数認められる。

2は日径18.5cm、 器高3.4cmの角皿である。口唇部には日紅がみられ、見込みには雲・山・岩山。梅・竹。獅

子が組み合わされた文様が施される。また日縁部及び高台の側面には幾何学文が施され、高台内には二

重方形枠内に「福」字銘がみられ、ハリの痕跡が3箇所確認できる。

1は推定回径34cm、 器高7cmの大皿である。腰部から丸みをもって立ち上がり、口縁部は外反して鐸状

になる。□縁部には草花文が全周し、腰部内面には圏線が巡らされる。見込みには椿が描かれる。青磁

中皿は推定径25cm、 器高4.5cmで、高台内部は蛇ノロ状に釉剥ぎされている。釉剥ぎされた部分には円

形に窯道具の痕跡が残る。この他に山水を上絵した盤も出土している。

陶磁器類の様相は17世紀から18世紀と推定される。

17)土坑 1043(図面43-7・8 写真図版36)

陶器は瀬戸。美濃系の小碗 0蓋物。片口鉢。蓋、京。信楽系の徳利がみられ、磁器は肥前系の中碗・ノlヽ皿。

小瓶が出土している。このうち瀬戸 0美濃系陶器の小碗は□径9cm、 器高5.8cmで、日縁部付近に呉須絵

が施されている。蓋物は口径8.8cm、 器高5.6cmの半筒形で、底面は施釉されていない。徳利は体部がヘ

こむ、ぺこかん徳利で、底部以外に鉄釉が施されている。

肥前系磁器のうち中碗 (7)は、推定回径11.2cm、 器高6cmで、見込みは蛇ノロ状に釉剥ぎされている。

体部外面には草花文が施され、高台には砂が残る。また小皿 (8)は □径13.8cm、 器高3cmで、見込みは

蛇ノロ状に釉剥ぎされており、見込み中央には五花弁のコンニャク判が施されている。底部は厚く、重

量感がある。小瓶は口縁部を欠いているが、現存器高5cm、 高台径2.8cmを測り、体部に梅花文と松葉文

が施されている。

陶磁器類の様相は18世紀と推定される。

18)土坑 1045(写真図版38)

陶器類には瀬戸・美濃系の中碗。橘鉢。徳利、唐津系の中碗がみられ、磁器には肥前系中碗、中国青花

片が出土 している。瀬戸・美濃系の中碗は口径11.2cm、 器高7.5cmで、口縁部に呉須絵が施されるが、意

匠は不明瞭である。高台は付け輪高台で、全面に釉薬が施されている。橋鉢は推定回径27.5cm、 器高12

cmで、日縁部が折り返 し状に肥厚する。唐津系の中碗は口径Hcm、 器高5.8cmで、胎土は赤色で、内外

面に刷毛目が見られ、高台には砂目が付着 している。

肥前系磁器の中碗は口径10。 8cm、 器高6cmで、外面に草花文と雁が施されており、高台内部には圏線

内に「大明年製」の記号化された銘が記されている。

陶磁器類の様相は17世紀から18世紀と推定される。
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19)土坑1064

丸皿。橋鉢。甕が出土している。丸皿には削り出し輪高台で長石釉が全面施釉されるものと、削り込み

高台で灰釉が施され内ハゲにするもの等が見られる。橋鉢は回縁部を外に折り返している。小皿類及び

橘鉢は瀬戸・美濃系と考えられる。甕は常滑系で、口縁部を外に折り返し肥厚させている。

甕は古い様相を呈するが、その他の遺物は16世紀末と考えられる。

20)土坑1084(写真図版45)

小皿類 (丸皿。折縁皿)が見られる。丸皿は削り込み高台で灰釉が施され内面底部は内ハゲにしてい

る。底部には輪 トチの痕跡が残る。折縁皿は削り込み高台で鉄釉が全面施釉される。いずれも瀬戸・美

濃系で、遺物の様相から16世紀末と推定される。

21)井戸址10(図面45-1～ 3 写真図版39)

陶器は瀬戸。美濃系の中碗0中皿・乗燭0灰吹きが見られ、磁器は肥前系の中皿。ノJヽ皿が出土している。

このうち瀬戸・美濃系陶器の中皿は見込みが蛇ノロ状に釉剥ぎされる。

肥前系磁器の中皿 (1)は 口径22cm、 器高4.5cmの輪花形で、見込み中央部に花唐草を施し、体部内面

には花唐草を主文様とする区画間がみられ、区画割には薄文と雁。帆掛け舟。草木を組み合わせた文様が

対に施されている。また、外面には菊唐草文が施され、高台内には「宣陸製」と銘が見られる。2も法

量。文様が同一でおそらく一対の皿と推定される。小皿 (3)は 口径10.5cm、 器高2.2cmで 、見込みには圏

線の中央部に五花弁のコンニャク判が施され、内面には幾何学文が施される。体部外面には草花文が全

周する。高台には砂目が僅かに残る。

陶磁器類の様相は18世紀と推定される。

第 3項 その他の遺物
ここでは飯田城下町遺跡出土の陶磁器類以外の主要遺物について概観する。

1)焼塩壺 (図面40-10～ 16 写真図版50)

土坑240、 274、 537、 660、 670、 809、 838か ら出土している。平成11年調査区に近接するⅣ区に集中してい

るが、個体数は少なく、身部分で蓋は出土していない。完形品は土坑670出土の 1固体 (13)の みで、

他は破片である。12は浅桶形で、一つの粘土塊から整形され、内面には整形痕が顕著に残る。平成11年

度調査区からも同様な焼塩壷が出土している。14。 16は口縁部形態及び胴部の粘土接合痕からI類 (江

戸遺跡研究会編 2001)と 考えられる。いずれも著しい二次焼成が観察される。10。 11は口縁部の調整

からⅡ類と考えられるが、破片のため刻印の有無は判別できない。

2)土師質皿 (図面40-17～ 24、図面41-1～4 写真図版50)

土師質の土器皿を一括している。土坑145。 188・ 223。 326。 326・ 397・ 505。 506。 595。 621。 714。 743。 750。 928。

952。 99101046。 1064等から出土している。この内実測可能な遺物を図示した。胎土。法量。底部の糸切痕

から次の 3分類が可能である。

-34-



図面40-17は □径が11.5cmで、底部から丸みを帯びて立ち上がり、日唇部が平坦となる。やや硬く焼き

締められ、胎土に粗大な長石粒を特徴的に含んでいる。底部には回転糸切痕が見られ、ロクロの回転方

向は右と考えられる。図面40-18～ 22は 回径が10～ 12cmで、底部から直線的に外傾 し、回唇部が丸くな

る。細かな雲母片を特徴的に含み、いずれも回転糸切痕がみられ、ロクロの回転方向は左である。図面

40-23024、 図面41-1～4は口径が7.5～ 1lcmで、器高が低く浅い。器壁は薄く、いずれも精選された緻密

な胎土で、底部には回転糸切痕が見られ、ロクロの回転方向は右である。日唇部に煤が付着するもの

(3)や、底部中心に穿孔が見られるもの (1)がある。

3)鉄製品。銅製品 (図面41-5～ 7 写真図版50)

土坑内から鉄製品・銅製品が断片的に出土しているが、鉄製品には釘等が見られるが、錆が進み表面

観察のみでは詳細が不明なものが多い。一方、銅製品は多くが被熱し、細片となっているため詳細が不

明なものが多い。このうち土坑1020240038008380889か ら煙管雁首 0吸い口が出土している。また、土坑

7607250遺構外から柄鏡片が出土 している。土坑275出土柄鏡 (6)は地文が砂目地で、梅樹が描かれて

いる。被熱し変形 している。土坑76出土の5は地文が平地で絵柄は確認できない。薄い作りで柄部が被

熱 し変形 している。遺構外出土の7は地文が砂目地で梅樹が描かれている。被熱を受け変形 している。

この他に遺構外から分銅、小柄の柄部分が出土している。

4)増塙・フイゴ羽口

増蝸はⅢ、Ⅳ区のみに見られ、土坑1960197025606210893か らが出土 している。土師質と、陶器の小皿

を転用したものが見られる。土師質の増塙は口径3.5～8cmで、胎土に長石粒を多量に含んでいる。土坑

621出土のttl塙には僅かに緑青が付着している。土坑6210893か らは瀬戸 0美濃系の灰釉小皿を転用した

ltl塙が出土している。フイゴ羽回は土坑377か ら出土しているが細片である。

5)鉄滓

土坑313・ 50505370566か ら出土し、地区別ではⅡ区に集中している。土坑313で は碗形流動滓が1.5kg、

土坑505で は碗形流動滓が0。 8kg、 土坑537で は碗形流動滓・鉄滓が2.5kg、 土坑566で は鉄滓が1.3kgそれぞ

れ出土している。

6)銭貨

寛永通宝の他は銹化が著しいものや、大火に遭って溶着しており銭貨の種類を同定することができな

い。土坑1270131・ 1450151・ 233024002580265032603770757・ 8550914093101057か ら出土が見られる。

7)木製品

土坑246・ 265か ら桶底、土坑523056606210838089309910100401052か ら漆皮膜が出土 している。漆皮膜

はすべて漆器碗と推定され、内外赤漆のものが多く、黒漆は1点だけである。いずれも皮膜の小片で詳

細は不明である。
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8)動物遺存体

土坑188。 537。 711か ら巻貝類、土坑712か ら動物骨、土坑595か ら馬歯が出土している。巻貝類は食用

と推定される。平成11年度調査区から多量に出土しているハマグリ、アカニシ員は出土していない。馬

歯は飯田城跡でも出土している。

9)石製品

土坑275。 313か ら硯が出土しているが、破片のため全体の形状等の詳細は不明である。

10)鼈甲製櫛 (写真図版48)

土坑274か ら出土した。共伴する陶磁器類は18世紀代である。もろく壊れやすいため実測することが

できなかった。鼈甲製の櫛で、表裏に金蒔絵で葵紋等を描いている。詳細は第Ⅳ章で記述している。

遺物に関する参考文献

平凡社 1980 『日本やきもの集成』 2・ 3

愛知県陶磁資料館 1984 『近世城館跡出土の陶磁』

佐賀県立九州陶磁文化館 1984 『国内出土の肥前陶磁』

大橋康二 1989 剛巴前陶磁』ニュー・サイエンス社

新宿区立新宿歴史博物館 1990 『江戸のくらし』

東京都建設局。新宿区内藤町遺跡調査会 1992『内藤町遺跡』

大橋康二 1994 『古伊万里の文様』 理工学社
江戸遺跡研究会 2001『図説 江戸考古学研究辞典』

飯田市教育委員会 2001『飯田城下町遺跡』

岐阜県土岐市教育委員会。(財)土岐市埋蔵文化財センター 2002 『元屋敷陶器窯跡発掘調査報告書』
土岐市美濃陶磁資料館 2003 『織部の流通圏を探る』東日本

土岐市美濃陶磁資料館 2004 『織部の流通圏を探る』西日本

財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター 2004 『江戸時代の瀬戸 。美濃窯』

財団法人瀬戸市文化振興財団 2006 『江戸時代の瀬戸 。美濃』
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土坑観察表 (1)

NO 区 長径×短径×深 crn 形態
陶器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す
磁器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す 土器 その他遺物 遺物年代 備考

DA45 (98)×  96 X 36 不 明 摺鉢【瀬戸・美濃系】

| DB45 138)×  81 × 39 不整形 撥鉢【瀬戸・美濃系】 鉄製品

! DB45 180)× (138)× 42 不 明 植木鉢 20C

| CY44 (34)×  48 × 22 不明
| CY44 (66)× (50)×  26 不整形 銅製品

| CY45 (28)×  28 X 15 不整形

: CY44 (40)×  38 × 61 不整形
| DA44 32× 24× 30 不整形 碗蓋【瀬戸・美濃系】 小碗【瀬戸・美濃系】 19C以 降

| CY44 27× 20× 17 楠 円形
SK l DA43 50× 32X15 精円形

l 88× 57× 71 不整形
84 | DA44 116)× (60)× 41 不明 畑徳利【京・信楽系】 18～ 19C

l DC44 138 × 108 × 18 楕円形 半胴甕【瀬戸・美濃系】 小碗 (端反碗 )【瀬戸・美濃系】

l DD47 46× 41X32 円形

| DD47 134× (1∞ )× 93 不整形

88 l DD46 162× (76)× 75 不明 小皿。中皿・鉢。中碗【瀬戸・美濃系】 中碗【肥前系】 17～ 18C

l 165× (1∞ )× 123 不 明 大皿・鉢【瀬戸・美濃系】 鉄製品 18～ 19C

| !08 × 58  × 10 梅円形 鉄製品

: DA42 121)X(104)× 29 不整形 掴鉢【瀬戸・美濃系】 釘

l DE46 39× 31× 28 精円形 小皿【瀬戸・美濃系】 6末 ～ 17C

| DD46 (71)× 78× 89 不 明 中碗【瀬戸・美濃系】、【京・信楽系】 中皿【肥前系】 17～ 18C

| DE46 68× 27× 37 相円形
l DE47 73× (30)× 17 不明 鉄製品

| DE46 50× 39× 27 精円形
| (65)× (55)× 26 不明 摺鉢【瀬戸・美濃系】 鉄製品

| DE47 63× 52× 25 円形

SK | 92× (53)× 26 不 明
100 | DE47 162)× (78)× 35 不 明 中碗【瀬戸・美濃系】 18C以降

SK | DE47 31 × (22)× 32 不 明

| (40)× (37)X 14 不 明 小碗【唐津系】、中碗【京・信楽系】 中碗【肥前系】 煙管 17～ 18C

| DF47 105× 62× 33 不整形 植木鉢【瀬戸・美濃系】 中碗・碗蓋【肥前系】 釘

l DF47 54× 49× 15 円形
DE44 (49)× (17)× 46 不 明 大碗【瀬戸・美濃系】 17～ 18C

l DF44 (57)× (49)× 44 不明 大皿・播鉢【瀬戸・美濃系】 17～ 18C

l 74× (47)× 77 不明 掘鉢【瀬戸・美濃系】 中碗【瀬戸・美濃系】

| 128 × (70)×  41 不 明 土器片 弥生時代

l DF45 130)X(72)× 42 不整形

| 40 × 30 × 35 精円形 中碗【瀬戸・美濃系】 18～ 19C

l 32× 30× 15 円形
DF45 168)× 136× 27 不整形 甕【常滑系】、壺査【瀬戸・美濃系】 18～ 19C

| DF44 105 × 76 × 35 楕円形 小碗【瀬戸・美濃系】 18～ 19C

SK ! 60 × 54 × 67 円形 摺鉢【瀬戸・美濃系】
| DG43 59× (34)× 63 不 明 蓋物【瀬戸・美濃系】 火鉢

| DG45 82× 35× 34 不整形

| 90)×  (84)× 100 不整形
中碗【瀬戸・美濃系】、小碗【肥前京焼風】
灯明受皿【京・信楽系】、乗燭、水盤、水差

中鉢 (上絵付金彩)【肥前系】 18～ 19C

52× 50 X ll 円形

SK (54)× (40)×  15 不 明 碗 (ヨ ーロッパ 銅版転写軟質磁器)

SK ! (84)× (56)× 31 不 明

| DE43 54× 52× 13 円形 小皿【瀬戸・美濃系】 鉄製品 19C

| 118)× (62)× 15 不明 土鍋 杯田巴前系】

! DD43 332)× (110)× 83 不整形
小碗、仏飯器、摺鉢・灯明受け皿・′lヽ瓶【瀬戸。

美濃系】、小碗【唐津系・片口鉢】
中碗(広東碗)・薔麦猪口・うがい茶碗
【肥前系】、中碗蓋【瀬戸・美濃系】

土鍋・火

鉢・爆炉

| 灯明皿・灯明受け皿・摺鉢【瀬戸・美濃系】、土瓶 広東碗・4ヽ碗・中皿【肥前系】 鉄製品 18～ 19C

SK DB43 226× (58)× 91 不整形 小碗・′Jヽ皿【瀬戸・美濃系】 小碗m巴前系】 銭貨 17～ 18C

SK | DB46 108)× (38)×  37 不整形 壺【唐津系コ凰炉 鉄製品 2∝

l DG46 (57)×  57 × 25 不明
l CY44 75× 62× 14 不整形 七輸

l CY43 3∞ )× (203)× 77 不明 小杯【瀬戸・美濃系】 紅皿 鉄製品、銭獅 2∝

132 | DC47 (94)×  70 × 46 不 明 ガラス 2∝ 灰掻坑

133 1 DE44 177× 85× 40 不整形 甕【常滑】 急須 土管

| DD44 (82)X (20)X 38 不整形 鉄製品

SK 135 107× (52)× 23 円形

DS10 167× (73)× 21 不明 中碗・中皿・鉢・水注【瀬戸・美濃系】 小碗・薔麦猪口・仏飯器【肥前系】 17～ 18C

DT09 110)×  110× 29 不 明 捨鉢【瀬戸・美濃系】

DT09 108 × (67)×  22 不明

DS09 (95)× (74)X25 不明
142 101)× (78)×  21 不明
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土坑観察表 (2)

NO ヌ
一

長径×短径×深 crn 形態
陶器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す
磁器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す 土器 その他遺物 遺物年代 備考

144 DU10 93× 86× 29 不整形 天目茶碗【瀬戸・美濃系】 自磁中皿【中国】 17C

DU10 160× (55)× 23 不 明 中皿【瀬戸・美濃系】 小皿 銭貨 17C

DV10 130× (95)× 11 不明 天目茶碗【瀬戸・美濃系】

147 51 × 41 × 18 楕円形

150 DV14 370 × 150 × 55 不整形
撥鉢・捏鉢・植木鉢・火鉢【瀬戸・美濃系】、
中碗・′1ヽ碗【肥前系】、鉢【肥前京焼風】

碗菫・査物・鉢・仏飯器【肥前系】 18～ 19C

DVll 71× 70× 37 円形 中碗・4ヽ碗・中皿・据鉢・香炉【瀬戸・美濃系】 小碗・′1ヽ杯【肥前系】中国磁器 寛永通宝・鉄

鋼製品瓦灯

SK DWll 101)× 95× 16 不整形
DW 12 127× (85)× 31 精 円形

DW 1 192× (43)× 24 不 明

1 288)× (117)× 68 不整形

DW 1 219× (133)X 不整形 小皿(折縁ソギ皿内ハゲ)【瀬戸・美濃系】 16C末

159 2 (85)X 75 × 40 不明 小皿・摺鉢【瀬戸・美濃系】 17C

2 88× (66)× 33 不明 播鉢【瀬戸・美濃系】 中碗【瀬戸・美濃系】

2 148)× 147× 13 不整形

1 65× 63× 25 円形 鉢【瀬戸・美濃系】、土瓶 内耳鍋

70× (51)× 11 不 明
44× 33× 23 格円形
84× 69× 34 桐円形
27× 19× 6 精円形

DR12 42× 28× 5 長方形
DQ 2 1∞ × 82× 16 相円形
25× 23× 4 円形

DQ 2 37× (19)× 5 不明
DQ 2 27× 24× 5 円形

74× 68× 10 楠円形 撥鉢【瀬戸・美濃系】、中鉢【肥前系】 小杯。中鉢【肥前系】 18C

66× 45X17 不 明

209 × 55 × 18 長方形

梅円形

33× 29× 8 不整形
34× 29× 15 不整形
34 × 30 × 10 精円形
45× 43× 13 円形
34× 29× 42 桐円形

DQ14 170 × 168 × 36 円形 小皿・碗【瀬戸・美濃系】、皿【唐津系】 鍛冶炉

DR14 48× 39× 21 不 明

SK 184 DR13 61× 51× 6 不明 大碗(沓形碗 鼠志野)【瀬戸・美濃系】 中碗・中皿・4ヽ皿【肥前系】 17～ 18C

DR13 23× (16)× 5 不 明

DR13 32× 27× 13 精円形
DR14 (28)×  25 × 21 不明

188 DR14 205 × 114 × 33 不整形
小皿(丸皿、端反皿)【瀬戸・美濃系】
瓶【備前系】、棗

中国磁器 灯明皿 巻員 17C

DS13 26 × 21 × 31 不整形

DS13 56× 46× 9 桐円形
SK DS15 57× 55× 14 不整形

DQ13 34× 30× 4 不整形
DQ13 24× 20× 8 梅円形
DQ13 161× 52× 18 不整形 小碗【瀬戸・美濃系】
DQ13 44X39× 17 円 形

SK DQ13 41× 22× 6 不整形 小碗・′1ヽ杯【瀬戸・美濃系】 中碗・′Jヽ碗。中皿【肥前系】 増場、鉄製品

DQ13 42× 33× 10 栴円形 増場

DQ13 17× 16× 3 円形

DQ14 28× 20× 11 梅円形

2∞ DQ13 45× 25× 8 相円形
DR14 31× 18× 7 長方形

SK 203 DQ13 59× 48× 14 精円形 鉄製品

204 DP13 104)× 84× 34 不 明 中碗・甕【瀬戸・美濃系】 碗査【瀬戸・美濃系】 19C

113)× 66 × 48 不明
59× 55× 13 不整形
74× 54× 17 桁円形

208 DO 5 70× 59× 24 梅円形
209 19× 18× 10 円形

52× 52× 13 円形
42 × 38 × 20 円形
24× 21× 5 円形

20 × 19 × 8 方形
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土坑観察表 (3)
磯器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す
陶器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す長径×短径×深

24× 19× 7

29 × 28 × 1

36× 32× 8

小皿(丸皿)【瀬戸・美濃系】40 × 38 × 14

29× 28× 13

51× 44× 21

121× 32× 16

小皿(折縁皿)【瀬戸・美濃系】128 × 80 × 29
105 × 103 × 49 小皿・中皿・撥鉢・植木鉢【瀬戸・美濃系】

(67)×  66 × 32

39 × 38 X 10

44× 39× 14

24 × 19 × 14

62× 54× 7

(36)×  30 × 6

145× 96× 24

27× 22× 42

32 × (28)× 12

中碗・中皿【肥前系】199× 180× 36

145 × (47)×  40

69× 58× 7

35× 27× 37

35× 25× 30

138× (95)× 41

中碗・′1ヽ碗・中皿・′lヽ杯・碗蓋・薔麦猪口

【肥前系】
中碗・掘鉢・壺・火鉢・合子・火もらい・人形・仏花瓶・

費困・灯明皿【瀬戸・美濃系】、中碗【京・信楽系】

中皿【肥前系】、瀬戸・美濃系磁器174)× (96)×  60 大皿・灯明受皿【瀬戸・美濃系】

×(152)× 44

‖9× 93× 16

87× 64× 28

捏鉢【瀬戸・美濃系】、中碗【肥前系】、土瓶 中碗。中皿【肥前系】157× 142× 26

76 × 70 × 20

159× 141× 29 中碗【瀬戸・美濃系】

99 × 85 × 42
27× 23× 23

32× 30× 29

27× 27× 10

(74)X 49 × 33

(38)×  33 × 6

90× 65× 9
106 × 62 × 69

39× (20)× 16

(64)×  43 × 40

灯明皿【瀬戸・美濃系】38 × 34 × 7

小碗・火鉢【瀬戸・美濃系】170 × 160 × 69

49 × 38 × 29

69× 59× 31

23× 22× 20

碗蓋【肥前系】、小瓶【瀬戸・美濃系】72 × 70 × 47 捏鉢【瀬戸・美濃系】

149 × 138 × 61 小碗・摺鉢【瀬戸・美濃系】

58× 46× 10

中碗・′1ヽ碗・′1ヽ皿・捏鉢・灯明皿。灯明受皿・据鉢・

仏花瓶【瀬戸・美濃系】
141× 125× 125

215× 172× 114
中碗・′1ヽ碗・中皿・片口・甕【瀬戸・美濃系】、

小碗【肥前京焼風】中皿【肥前系】、壺【備前】
うがい茶碗・香炉【肥前系】

92× 88× 42 徳利【瀬戸・美濃系】

捏鉢【瀬戸・美濃系】98 × (45)X 34

播鉢【瀬戸・美濃系】79 × (48)×  29

中碗・4ヽ碗・香炉・瓶・仏飯器・火もらい

【瀬戸・美濃系】土鍋
中皿【肥前系】184 × 123 × 59

小皿・片口・摺鉢【瀬戸・美濃系】

小碗【唐津系】、小碗【肥前京焼風】
136)× 131× 78

126× 102× 13

93× 71× 35

118× 65× 16
95× 96× 22
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土坑観察表 (4)

NO 区 長径×短径×深 m 形態
陶器( )内 は形状等の特徴を示す
【 】内は産地を示す

磁器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す 土器 その他遺物 遺物年代 備考

280 DY18 183 X 154 × 120 梅円形
中碗・費困【瀬戸・美濃系】、中碗【肥前系】
中碗【唐津系】

中碗・′Jヽ碗・′1ヽ杯・青磁中皿【肥前系】

DU17 190)× (70)×  48 不整形 十能・植木鉢 灰掻坑

282 DV15 (88)×  70 × 45 不明
SK 283 DW15 246× 139× 28 不整形 小碗・植木鉢【瀬戸・美濃系】、土鍋 中碗。1ヽ碗。中皿【肥前系】

284 DT17 104× (90)× 55 不 明 練鉢。壺・香炉【瀬戸・美濃系】 小杯・中皿‖巴前系】

285 DU13 (66)×  64 × 30 不整形 銭貨

286 DU13 79× 64× 15 41円形
287 DV14 (30)×  27 × 14 不 明

288 DV13 69× 62× 33 格円形
289 DW14 172× 78× 47 不整形

DW14 25× 25× 28 円形
DX14 163× 93× 64 不整形 行平・土瓶 小碗・紅皿【]E前系】 19C

292 DY15 350 × 257 × 50 不整形 中碗 (肥前系)、火鉢 (不 明) 灰掻坑

293 | 133× 130× 56 円形
中碗・据鉢・灯明皿。灯明受け皿【瀬戸・美濃系】、
皿【肥前京焼風】、瓶【信楽系】

中碗・碗査 (上絵付)【肥前系】 鉄製品 18C

DF48 100× 92× 77 不整形
296 | DF47 27 × 17 × 31 精円形 大暁中碗灯明受け皿腋 ・美濃剰 香炉情津剰 中碗、′]ヽ杯【肥前系】 18C

298 : DF47 28× 25× 4 円形 油壺【肥前系】 18C

25× 18× 3 円形

300 | DF47 32× 29× 14 円形 播鉢
・中碗。中皿 (陶胎染付 )・片口鉢【瀬戸・

美濃系】、中皿【肥前系】、火鉢
中碗、4ヽ碗、書麦猪口【肥前系】 18～ 19C

| DF47 214× 190× 69 長方形 灯明受け皿・片口鉢【瀬戸・美濃系】 小鉢、大皿醐巴前系】 内耳鍋 18～ 19C

302 | DE47 (67)× (37)×  40 不明 壺蓋【瀬戸・美濃系】 蕎麦猪口【瀬戸・美濃系】 鉄製品

| DF46 32× 25× 23 精円形
| 53× 33× 13 梅円形
| 18× 14× 4 円形

306 | 15× 13× 6 円形

SK | 129× 99× 33 不整形
309 17× 13× 9 梅円形

SK 110 × 100 × 48 不 明 壺【用E前系】

SK DE46 150 × 108 × 48 不明

l 153× (65)× 50 不 明 小皿・中皿・倍鉢【瀬戸・美濃系】 17C

SK l DD46 221 ×     × 100 不 明
中碗・′jヽ皿・片口鉢・摺鉢【瀬戸・美濃系】、中碗
【肥前京焼風】、中碗【肥前系】、中碗【不明】

中碗・仏飯器【肥前系】 鉄滓 17～ 18C

l DD47 20× 17× 23 円形 鉄all品

! DD47 19× 15× 9 構円形

| DD46 261× 95× 62 不整形 中碗鵬巴前京鋼 J植木鉢【瀬戸・美濃系】瓶【信楽】

| 127)× (82)× 55 不 明 灯明受皿・御神酒徳利・植木鉢【瀬戸・美濃系】

| DE45 136× (76)× 22 不整形 撥鉢【瀬戸・美濃系】

: DE45 71× 49× 12 楕円形
320 | DD45 (84)× 82X18 不明

! DG44 26× 22X13 円形

322 | DG43 22× 21× 14 相円形
323 | DG44 115× 78× 11 長方形

| 22× 22× 35 円形
| DF44 199 × 50 × 54 不整形
! DG45 176× 84× 1∞ 不整形 天目茶碗・小皿。橋鉢【瀬戸・美濃系】 灯明皿 銭貨 6末～ 17C

| 48× 32× 10 精円形
328 DF44 134 × 127 × 40 不整形 天目茶碗・大皿・摺鉢 【瀬戸・美濃系】 17～ 18C

329 ! DF44 123× (14)× 17 不 明

l DE44 125× 92× 84 不整形 鉢・仏花瓶【瀬戸・美濃系】、中碗・合子【唐津系】 18～ 19C

DE43 228 × 78 × 22 不整形 碗(陶胎染付)【瀬戸・美濃系】 18～ 19C

332 : DE43 114 × 98 × 16 不整形
! 64× 63× 5 不整形

335 : DD44 22× 21× 42 円形
336 : 24× 19× 11 精円形

! DC44 15× 12× 7 円形

338 | DC44 (81)× 95× 22 不整形
339 | DB45 23× 23× 16 円形
340 | DB45 23× 22× 37 不整形

| DB45 22X17× 6 精円形

342 | DA45 49× 47× 2 円形

343 | DA45 (31)× 44 × 30 不整形
344 | DA44 24× 16× 17 精円形

| DA44 44× 33× 12 璃丸方形
DA44 26 × 25 × 24 隅丸方形

: DA45 (51)× 60× 2 不整形
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土坑観察表 (5)

NO 区 長径×短径×深 crn 形態
陶器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す
磁器( )内 は形状等の特徴を示す
【 】内は産地を示す 土器 その他遺物 遺物年代 備考

| DA44 170)× (129)× 38 不整形

l CY43 (55)× (33)× 41 不明 小皿(灰釉 内ハゲ)【瀬戸・美濃系】 16C末

DA43 18 × 18 × 7 円形

DB44 122)×  78 × 30 不 明 灰掻坑

352 l DB44 25× 19× 9 精円形

353 l DG46 141 × 109 不整形
小皿 (折縁皿・折縁ソギ皿・菊皿)中碗・捏鉢・摺

鉢・半胴甕・茶壺・乗燭・水注・徳利【瀬戸・美濃系】
小碗【肥前系】 鉄製品 6末～18C

354 | DHИ 5 2∞  ×(154)X 不整形
小皿(折縁ソギ皿)、 小杯【瀬戸・美濃系】、
皿(鉄絵)【唐津系】

内耳鍋 6末～ 17C

355 : DA42 126× 111× 64 不整形

356 : DD46 118)× (34)×  16 不明

: DH45 138)× 142× 29 不整形

358 ! 104 × 103 × 8 不整形 小皿【瀬戸・美濃系】 16C末

359 | DG45 235)×  128× 103 不整形 大碗。中碗【肥前系】 18～ 19C

! DH47 (89)× (80)×  10 不明

| DA43 19× 17× 39 円形

l DA43 17× 16× 3 円形

366 DN00 93× 50× 14 長方形 植木鉢・大甕 中鉢【肥前系】 19C 便所遺欄

367 DA149 (63)×  55 × 11 不明 大甕 便所遺構

SK D001 65× 36× 10 相円形
369 D000 32× 32× 20 円形

370 DP01 90 × 78 × 60 楕円形 大甕
ビー球 陶製
玩具(グ リコ)

2∝ 水琴窟

|| DCЮ l 28 × 28 × 9 円形

372 || DN00 70× 64× 76 精円形 水鉢・播鉢【瀬戸・美濃系】、片口瓶 18～ 19C

|! DF45 144 × 85 × 43 精円形
D001 32× 27× 7 精円形

375 !| DM48 77× 77× 9 円形

ll DL49 38× 24× 21 精円形 摺鉢

377 || 82× 67× 23 精円形 フイ」羽口議貨

ll 81× 48× 64 不整形 中碗・皿【瀬戸・美濃系】 17～ 18C

379 || 1∞  × 99 × 50 円形
中碗・壺・摺鉢・灯明受け皿【瀬戸・美濃系】

中碗【肥前京焼風】
鉄製品 墨 書

|| DK48 58 × (48)× 20 不 明 中碗【肥前系】 煙管

|| 80 × 78 × 16 円形 甕・据鉢【瀬戸・美濃系】 大碗・中碗・中皿【肥前系】 18C

382 || DK01 50 × (46)× 不 明

386 || D」00 243× (148)× 不明

|| DK48 (83)×  40 × 78 不 明
388 || 106 × 48 × 45 不整形

|| DN02 58 × 58 × 19 円形

390 ll DN02 × 76 × 45 不整形 掘鉢・鉢【瀬戸・美濃系】、片口鉢【唐津系】 中碗【肥前系】 18～ 19C

|| DM49 118 × (92)×  50 不整形
片口・橋鉢【瀬戸・美濃系】碗(陶胎染付)
【瀬戸・美濃系】、4ヽ碗【京・信楽系】

中皿【肥前系】 鉄製品 17～ 18C

392 ll DM49 93 × 48 × 7 不整形
ll DM49 55 × (44)×  2 不 明

ll DM48 (60)×  59 × 4 不 明

397 DM02 108 × 59 × 20 長方形 小皿【瀬戸・美濃系】 小皿

|| DM02 165× (120)× 94 不整形

400 :| DL01 65 × (34)× 不 明

|| DM02 60× 48× 11 不整形 鉢【瀬戸・美濃系】、碗【唐津系】 中碗【肥前系】

:: DM01 88× 66× 62 不整形
!! DM01 160× 119× 72 精円形 山茶碗・4ヽ皿【瀬戸・美濃系】 13～ 17C

ll DT46 75× 51× 7 不整形
408 ll 242)× (54)× 不明 火 鉢 中鉢【肥前系】 鉄製品 灰掻坑

|! 108 × (82)×  60 不 明 小皿【瀬戸・美濃系】 鉄製品 16C末

|! DT45 78× 55× 32 相円形 碗・掘鉢【瀬戸・美濃系】
|| DT45 147× 76× 86 隅丸方形 棗・天目茶碗・中鉢・大皿【瀬戸・美濃系】 灯明皿 鉄 17C

|! DU45 32× 31× 27 円形
!l DU45 36× 32× 9 精円形
|| DU44 263 ×(139)× 50 颯丸方形 天目茶碗【瀬戸・美濃系】 内耳鍋 6末～17C

DT44 26× 24X32 円形

|| D丁44 40× 29× 16 精円形
|| DT44 22× 20× 19 円形 土 瓶 徳利【瀬戸・美濃系】 鉄製品ハマグリ

|| DT44 89 × 76 × 9 精円形

|| DS45 27× 25× 8 円形

|| DS45 41× (36)× 63 円形
424 ll DS44 86 × 58 × 3 精円形
425 ll DT43 24× 23× 11 棺円形
426 |! DT43 37× 34× 8 円形
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土坑観察表 (6)

長径×短径×深 crn
陶器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す
磁器( )内 は形状等の特徴を示す
【 】内は産地を示す

26× 24× 27

32× 29× 44

49 × 48 × 59
223× 173× 58

32× 28× 12

30× 26× 36

55 × 51 × 21

43× 35× 93

36× 32× 39

46 × 30 × 36

24× 19× 27

(73)× (67)× 37

66× 62× 51

38 × 35 × 18

84× 81× 47

73× 45× 6

37× 30× 5

55× 41× 11

38 × 34 × 30

48 × 37 × 34

40 × 36 × 28
77× 51× 8 中碗【瀬戸・美濃系】、植木鉢 中碗【瀬戸・美濃系】

156× 65× 66

43× 39× 20

24 × 22 × 31
45 × 44 × 56

158 × 138 × 37 大皿・天目茶碗【瀬戸・美濃系】

118 X l16 × 44

66× (29)× 28

83× (62)× 34

55× 35× 15

22× 22× 16

221× (213)×

(33)× (25)× 3 小皿・大鉢・摺鉢・贅困【瀬戸・美濃系】

8r x(47)x14
148× (90)× 57 中碗 (半筒碗)【瀬戸・美濃系】

1)X 140 × 47 小皿(端反),大皿・中碗・天目茶碗・蓋・雲困・

摺鉢【瀬戸・美濃系】
小杯・中碗【肥前系】

188× 129× 76 大鉢。中碗・蓋物【瀬戸・美濃系】

30 × 25 × 28
44× 32× 33

198)× (110)×  29
中碗(半筒碗 SK471と 同一固体)・ 4ヽ皿
【瀬戸・美濃系】

171 × 86 × 68 中碗【瀬戸・美濃系】

32× 29× 8
77× 66× 38

36× 34× 24

25× 24× 33
22× 20× 20

(76)× (44)× 12

23× 22× 18
40 × 40 × 10
62× 58× 74

44× 30× 7

63× 58× 57

28× 16× 19

34× 33× 14

33× 24× 37
43× 43× 5
18× 18× 39

236 ×(220)× 58
小皿(折縁皿、折縁ソギ皿)・摺鉢・水滴
【瀬戸・美濃系】、甕【常滑系】

53 × 44 × 16

34× 27× 29 撥鉢【瀬戸・美濃系】

36× 22× 36 四耳壺【瀬戸・美濃系】

24 × 20 × 30
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土坑観察表 (7)

NO 区 長径×短径×深 crn 形態
陶器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す
磁器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す 土器 その他遺物 遺物年代 備考

ll DS39 34× 32× 21 円形 小碗【肥前系】 18C

|| DS40 171× (118)× 14 不整形

!| 176× (130)× 17 不 明

!| DR39 230× (143)× 不整形 中皿・4ヽ皿・lB鉢 【瀬戸・美濃系】 17～ 18C

|| 299× 119× 67 不整形 風炉・姫撻・甕・壺【瀬戸・美濃系】、土瓶 小碗【肥前系】 18～ 19C

SK 5∞ ll (252)× (181)× 105 不 明 地下室

ll DT39 141X(43)× 47 不 明 天目茶碗 17～ 18C

502 || DS38 (302)× 224× 不整形 土 鍋
小碗・4ヽ杯【瀬戸・美濃系】
中皿【肥前系】

503 || DS38 104 × 57 × 24 不整形 小碗【瀬戸・美濃系】

504 ll D丁38 226)× (62)× 17 不明 天目茶碗・′lヽ皿・摺鉢【瀬戸・美濃系】 小杯【瀬戸・美濃系】、小杯【肥前系】 17～ 19C

505 |! DT38 182)× 161× 84 不整形
小皿(折縁皿 内ハゲ)。撥鉢・鉢(向付)・天目茶
碗・′lヽ壺【瀬戸・美濃系】、皿【唐津系】、甕【常滑】

青花皿【中国】・白磁小皿【中国】 小 皿 碗形流動滓

506 || DU39 134× 85× 66 精円形 中皿・橘鉢【瀬戸・美濃系】 中皿【肥前系】 小皿

SK ll DU38 142)× (63)× 88 不明 鉢【瀬戸・美濃系】 17～ 18C

508 || DU39 (75)× (66)× 14 不明

509 || DV39 173× 158× 52 不整形 天目茶碗・′1ヽ皿・摺鉢【瀬戸,美濃系】

|| DV40 134× 66× 19 楕円形

35× 35× 4 円形

DW41 (248)×  (81)X 47 不整形 中碗。中皿・摺鉢【瀬戸・美濃系】 中皿・′卜皿【肥前系】 灰掻坑

SK DW40 215× (147)× 54 不明 橘鉢【瀬戸・美濃系】 鋼製品 17～ 18C

DT39 277× (114)X108 不 明 中碗・蓋・摺鉢【瀬戸・美濃系】

DQ43 173× (82)× 69 不明

DU40 60× 27× 15 相円形
l DG46 108)×  154 × 68 不明 据鉢

520 | DF44 27× 25× 25 円形

SK | (17)× 19× 84 不 明

SK 522 | DG43 1∞ × (76)× 62 不 明

523 DT42 168× 81× 94 不整形 小皿【瀬戸・美濃系】 中碗【肥前系】
鉄製品、

漆皮膜
17～ 18C

524 ×    × 18 不 明
525 |! DU42 110× 80× 88 不整形

梅 円形

DR39 22× 18× 5 栴円形

|| 38 × 30 × 29 梅円形

529 || 26 × 22 × 28 円形

|| DS37 18× 16× 13 円形

|| DS37 44 × 26 × 20 梅円形

532 || DS37 44 × 29 × 22 精円形

533 || DS38 (81)× (35)× 43 不 明 甕【常滑系】 6末 ～ 17C

:| DS37 32× 25× 8 精円形

537 || DQ41 410)× (267)× 不整形
中碗・片口・水滴・′lヽ杯・′卜皿【瀬戸・美濃系】、

中碗・′1ヽ碗【肥前系】、中皿【唐津系】
小杯・中碗・′Jヽ碗・青磁鉢【肥前系】
青花大皿【中国】

焼塩壺・碗発

流動滓、巻貝
17～ 18C

539 |! DT40 (32)X(30)× 3 不 明

540 || DU41 53× 42× 9 桐円形
|| 31× 24× 20 精 円形

DV41 28× 27× 10 円形

ll DV39 (90)× (71)× 15 不明 播鉢・香炉【瀬戸・美濃系】 17C

ll DU39 96 × (62)× 13 不 明

545 !l 〔431)× (293)× 69 不明

:l DS43 29× 25× 22 不整形

548 || DS43 39× (23)× 25 精円形

!! DU45 29 × (20)× 不明

550 !| DT45 (41)× (26)×  18 不 明

!| DU43 53 × (41)×  40 不明

|! DS45 円形

|| (54)×    × 15 不整形 小皿・播鉢【瀬戸・美濃系】
555 !| DT45 38× (26)× 56 不 明

ll D丁45 21X18× 25 円形

558 || DQ42 (88)×    × 40 不明 梱鉢【瀬戸・美濃系】
559 || DU38 114)× (60)×  92 不明

ll DT39 163)× (68)×  26 不 明

561 !| DU43 28× 24× 31 精円形
562 || DT42 27× 26× 11 円形

:l DT42 (37)×  32 × 13 不明
564 || DS42 29× 18× 16 相円形

565 ll DS42 30 × (24)× 精円形

-43-



土坑観察表 (8)

NO 区 長径×短径×深 cln 形態
陶器( )内 は形状等の特徴を示す
【 】内は産地を示す

磁器( )内 は形状等の特徴を示す
【 】内は産地を示す 土器 その他遺物 遺物年代 備考

DQ40 146)× (84)×  70 不 明 中碗・′1ヽ碗・天目茶碗・摺鉢【瀬戸・美濃系】
銅、鉄製品、

鉄滓、漆皮膜

DQ40 159)× (74)× 54 不明 18鉢

568 DQ40 65 × 44 × 65 不整形

DQ39 (78)× (39)× 55 不明

DV42 82× 39× 42 精円形
572 DV41 38× 37× 43 円形

573 DV41 28× 25× 43 精円形
|| DV41 41 × 29 × 81 精円形

575 || DV41 25× 22× 20 円形
|! DV41 29× (27)× 13 円形

577 || DU41 31× 27× 6 円形

|| DV40 32× 30× 6 円形

ll DW41 40 × 36 × 3 円形

580 ll DW41 42× 40× 4 円形

SK ll DW41 32× 26× 5 円形

582 || DW41 51× 25× 38 格円形
584 |! DLJ43 29× 26× 13 円形
585 !! DV43 24× 24× 13 円形
586 || 18× 17× 16 円形
587 || Dt143 28 × 24 × 36 円形

SK 588 || DU43 39 × 21 × 23 精円形
589 || DU43 63X(23)× 17 不整形

ll DU40 50× (14)× 19 不 明 小碗【瀬戸・美濃系】
ll DW41 26× 22× 4 円形

SK 592 || DX40 183)× (99)×  63 不 明

SK ll (245)× (99)× 46 不 明 小皿【瀬戸・美濃系】 17C

594 D丁25 108 × 92 × 15 精円形 銅製品

595 225× 216× 106 栴円形
中碗・鉢・瓶・摺鉢・香炉・賢恩【瀬戸・美濃系】
大鉢【唐津系】、中碗【肥前京焼風】中碗【肥前系】

中碗・′Jヽ碗・仏飯器【肥前系】
鉢

皿

火

小

鉄製品、

馬歯
17C

596 DU23 98× 54× 15 楕円形
597 D∪23 (94)× (75)×  10 不 明

DU22 121)× 115× 59 不整形 構鉢・瓶【瀬戸・美濃系】、徳利【月E前系】 中皿【月E前系】 17C

DU22 27× 26× 19 円形
600 DU22 37× 24× 48 相円形

DU21 141× (112)× 47 不整形 徳利【備前系】 中碗【肥前系】 17～ 18C

602 DV20 148)× 122 × 20 不 明 中皿【肥前京焼風】 仏飯器【肥前系】

D丁24 22× 17× 5 円形

604 DU24 29× 22× 25 桁円形
605 DU24 22× 18× 12 円形
606 DU23 42× 25× 36 梅円形
607 55 × (36)× 不 明

608 DT24 38 × 38 × 28 円形

609 DR10 31× 26× 16 円形

DRll 27× 26× 13 円形
96 × 69 × 21 楠円形

DU 72× 65× 12 方 形
DU 60 × 51 × 51 桐円形

DU 27× 25× 12 円形
精 円形 小皿【瀬戸・美濃系】 16C末

DU 21× 18× 20 円形
DU 40 × 20 × 40 精円形

20 × 20 × 26 円形

27× 22X12 梅円形
620 SV12 130 × 105 × 18 不整形 小皿【瀬戸・美濃系】 16C末

621 DT14 275× 226× 35 不整形
小皿(丸皿 内ハゲ)。天目茶碗【瀬戸・美濃系】
鉢【備前】

中国磁器 小 皿 増場、漆皮ぶ 17C

622 DRll 30× 25× 31 精円形
623 DR12 39× 32× 12 楕円形
624 DR12 42X37× 29 精円形

625 DQ12 28× 26× 23 円形
626 DQ12 46× 44× 23 円形
DQ12 51× (37)× 13 不 明

628 DR13 36× 35× 15 円形
DS12 34 X 32 × 24 円形

SK Ⅳ DSll 228)×  (86)×  16 不 明

SK DT13 23× 23× 20 円形
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土坑観察表 (9)

NO 区 長径×短径×深 cln 形態
陶器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す
磁器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す 土器 その他遺物 遺物年代 備考

632 DT13 30× 28× 12 円形

633 DQ13 37× 26× 21 梅円形

SK DR14 48 X 40 × 15 梅円形
SK 635 DR14 67× 35× 40 楠円形
636 5 29× 26× 16 円形
637 7 25× 22× 7 桐円形

7 30 × 26 × 45 相円形
639 7 24× 22× 15 円形
640 DQ 52× 28× 31 不整形

34 × 34 × 51 円形
SK 642 7 30 × 28 × 66 円形

643 DQ 24× (12)× 37 不 明
644 35 × 31 × 15 円形

645 53× 50X37 円形

646 1 60 × 49 × 20 精円形
647 DW 1 44 × 34 × 30 精円形

109× 83× 22 楕円形
649 35 × 31 × 35 精円形 小皿【瀬戸・美濃系】

650 162 × 91  × 30 桐円形

651 310× (157)X 不 明

36× 27× 33 相円形
653 DW 3 39× 27× 20 411円 形

654 DW13 37X34× 35 円形
656 DW15 29× 26× 8 精円形
657 37X37× 50 円形
658 27× 26× 39 精円形
659 116 × 71 × 38 不 明

660 32 × 31 × 36 円形

661 32 × 31 × 32 円形

662 DW 120 × 90 × 19 不整形

663 44× 38× 17 円形

SK 664 35× 30X17 梅円形

円 形

18 × 14 × 22 栂円形

667 22 × 19 × 44 円形

30× 27× 32 円形

34× 30× 23 楕円形

670 CA15 321× 215× 85 不整形
中碗・4ヽ杯・仏飯器・掘鉢【瀬戸・美濃系】
乗燭・十能・土鍋

中碗・′卜碗・小杯。大皿・仏飯器

【肥前系】
焼塩壺 銅・鉄製品 18～ 19C

CA14 140× 119× 35 構円形

672 CA15 51 × (22)× 18 不明

673 CA15 29 × 27 × 円形

674 DQ16 68 × 60 × 58 円形
DQ17 (26)×  26 × 56 不整形

676 DRll 40 × 30 × 34 精円形
677 DV22 93× (62)× 45 不 明 中碗・香炉【瀬戸・美濃系】
DUll 31× 29× 20 円形

DW13 47× 29× 19 精円形
中皿・鎧茶碗。中碗。′lヽ碗・摺鉢・仏花瓶【瀬戸・美
濃系】、小碗【京信楽系】、小皿【肥前京焼風】土鍋

中碗・′Jヽ碗・中皿・′Jヽ杯・仏飯器

【肥前系】
植木鉢 18～ 19C

680 DW12 25× 24× 10 円形
681 DW15 31 × 30 × 10 円形 鉄製品

682 DU13 40× 35× 32 円形
683 DW14 190× 85× 17 精円形
684 ll D003 120)×  115 × 18 不明

685 ll DN03 273X(38)× 62 不整形
686 || DN03 183 × 138 × 24 不整形

!! D003 186 × (80)×  88 不整形

!l D001 181)× (112)× 140 不 明

692 ll DM03 247× (107)× 62 不 明

693 !| DN02 123× (1∞ )× 49 不明

695 !| DM02 65× (52)× 25 不 明 中碗【瀬戸・美濃系】 中碗【肥前系】 鉄製品

698 :: DM02 105 × (81)×  96 不整形

699 DM02 102)× (70)×  98 不 明

7∞ || DN01 272)×   × 77 不整形 小碗・据鉢【瀬戸・美濃系】 青花皿【中国】
銅、鉄製品、

煙管
17～ 18C

!! DM01 20 × 20 X 10 円形
|| DM01 70 × 40 × 17 相円形
|| DM01 202)×  161 × 50 不整形
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土坑観察表 (10)

NO 区 長径×短径×深 cln 形態
陶器( )内 は形状等の特徴を示す
【 】内は産地を示す

磁器( )内 は形状等の特徴を示す
【 】内は産地を示す 土器 その他遺物 遺物年代 備考

706 DK01 30× 20× 24 精円形

707 DM01 108× (55)× 55 不明

708 DL∞ 164X148× 精円形 小皿【瀬戸・美濃系】 17C

709 DL∞ 225× (114)× 不 明 摺鉢・鉢【瀬戸・美濃系】 6末～ 17C

710 DK49 253× (110)× 不 明

D」00 201)× (134)× 103 不明
中皿・播鉢・片口・中甕・植木鉢・仏飯器・仏花瓶・

灰吹(瀬【瀬戸・美濃系】、小碗【京・信楽系】
中碗・′lヽ碗・瓶【肥前系】

巻貝 18C

148)× (81)× 119 不 明 小皿。灯明受皿・揺鉢【瀬戸・美濃系】 中碗【肥前系】 骨 17～ 18C

DK49 132)× (69)X34 不明 天目茶碗・′Jヽ皿・中皿・摺鉢【瀬戸・美濃系】 小 皿

!| DL49 37× 33× 34 円形
716 :: DL49 32× 28× 3 円形

ll DL49 37 × 21 × 14 精円形 鉄製品

ll DL49 47× 28× 7 41円形
719 ll DL49 26X18X19 4Fl円 形

720 || DL49 28 ×  18 X 17 桐円形

|| DL49 58 × 38 × 4 41円形

722 || DM00 60× 32× 7 楕円形

723 ll DM00 187 × 147 × 94 栴円形 皿・碗・鉢・摺鉢・仏花瓶【瀬戸・美濃系】 銅、鉄製品 17C

|| DM49 86 × 80 × 11 精円形

|| DN00 338× 248× 93 不整形

大碗・中碗・4ヽ皿・摺鉢・水鉢・灯明皿・灯明受皿・

瓶・仏飯器・仏花瓶・ミニチュア徳利【瀬戸・美

濃系】、小皿【肥前系】、火もらい・土瓶蓋

中皿・′Jヽ皿・瓶【肥前系】 17～ 18C

726 !l DN149 30× 25× 15 精 円形

727 ll Dh149 34 × 24 × 10 梅円形

|| DN00 158)× (44)×  76 不 明 中碗【瀬戸・美濃系】 青花大皿【中国】 17～ 18C

ll DN01 198)× (56)× 57 不 明

|| D001 154× 150× 46 槽円形

|| D049 221× 176× 55 梅円形 碗・4ヽ皿・据鉢【瀬戸・美濃系】 青花中皿【中国】 内耳土器

732 :: DP00 25× 25× 8 円形

|| D陥 9 32× 32× 7 円形

735 !| DM48 (58)× (27)× 4 不 明

!! DM49 35× 21× 11 梅円形
!l DM49 (33)× 26× 4 精円形

738 !! l∞ × 93× 31 円形 片口・皿【瀬戸・美濃系】、中碗【肥前系】

|| DL49 27× 18× 9 梅円形

:: DL48 30× (24)× 41 不明
DL48 103 × 91 × 22 梅円形 摺鉢【瀬戸・美濃系】 17～ 18C

l! DL47 223)× (30)× 61 不明 中皿・鉢。摺鉢・香炉【瀬戸・美濃系】 小 皿 17～ 18C

744 DM47 97× (57)× 52 不 明 灯明受け皿【瀬戸・美濃系】 青花小皿【中国 明末】 17C

!! DV46 117)X (44)× 不 明 中碗・掘鉢【瀬戸・美濃系】 中碗【瀬戸・美濃系】 17C

DN145 315× (231)× 97 不整形
大碗・中碗・灯明受皿・壺・植木鉢【瀬戸・美濃系】
中皿【肥前京焼風】・′Jヽ碗【唐津系】

中碗・′卜碗・蓋・紅猪口【肥前系】

ll M 34× 22× 4 精円形
!l DM48 25× 20× 3 精円形

|| DM48 48× 41× 4 円形

750 || DL48 161)× (102)× 84 不 明 天目茶碗・4ヽ皿憎鉢。壺【瀬戸・美濃系】遷菫【常滑系】 小皿 6末 ～ 17C

!! DM48 (77)X(45)× 7 不 明

|| DL48 182)× (84)× 45 不 明 小皿・据鉢【瀬戸・美濃系】 碗(白磁)【中国】 6末 ～17C

|| DK∞ 162X(128)× 43 不明

217)× (162)× 41 不 明

755 CB15 67× 63× 62 円形

756 CB15 34 × 27 × 16 梅円形
757 C815 84 × (84)× 13 不整形 銭貨

758 C816 165)× (97)× 7 不整形

C816 127)× 112× 14 不 明

760 DW16 50× 45× 32 不整形
DY15 22× 19× 9 円形

DW12 17 × 16 × 37 円形
DWll 42× 36× 65 円形

764 DT12 30× 23× 42 41円形
765 DU13 36× 27× 36 梅円形

766 46× 37× 35 精円形

767 46× 40X16 円形

42× 42× 28 円形
30 × 28 × 76 円形

770 DP16 36× 27× 32 精円形

DT18 26× (20)× 7 不 明

772 DU19 36× 36× 42 円形
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土坑観察表 (11)

NO 区 長径×短径×深 cln 形態
陶器( )内 は形状等の特徴を示す
【 】内は産地を示す

磁器( )内 は形状等の特徴を示す
【 】内は産地を示す 土器 その他遺物 遺物年代 備考

DV19 33× 32× 37 円形

DV20 23× 22× 14 円形
DV20 28× 22× 9 41円 形
DV20 38× 32× 44 方 形

777 DV20 22× 18× 16 相円形

DV20 38× 33× 45 桁円形
779 DP16 33× 32× 37 円形
780 DP16 33× 50× 39 柄 円形

|| DP01 127× (92)× 20 精円形

DU19 33× 28× 44 精円形
783 D丁24 23× 16× 33 精円形
784 DT24 20 × 18 × 21 円形

785 DR15 47× 20× 24 梅円形
786 DR15 57× 28× 15 不整形
DY13 20 × 19 × 24 精円形

788 DR17 42 × 31 × 29 構円形

D∪ 15 27× 26× 12 円形
DT15 (43)×  35 × 11 不 明

DT16 92× 56× 10 梅円形
DU15 130× 81× 17 精円形

|! DP01 183)× (180)× 102 不整形 天目茶碗・′1ヽ皿・橋鉢【瀬戸・美濃系】 内耳鍋 17C

|| DP02 252)× (81)× 62 不 明 魃鉢・植木鉢【瀬戸・美濃系】 仏飯器【瀬戸・美濃系】 19C

|| DP02 207 ×(110)× 85 不明 植木鉢 近代

DT16 129 × 81 × 38 梅円形
DT16 48 × (39)× 6 不明

|| DQ01 120)× (37)× 51 不 明

D∪ 15 31× 28× 8 円形

800 D∪ 16 74× 52× 9 橋 円形
DX17 119× 33× 49 不整形

802 DX18 22× 20× 12 円形
803 DX15 134)× (48) 不 明

804 DR16 50 × 38 × 8 橋円形
805 DU20 36× 36× 57 円 形

SK DS16 26× 25× 6 円形

DR14 (35)× 35× 23 不 明
DT17 56 × 52 × 81 円形

SK DT19 149)× (77)× 84 不整形 中碗【瀬戸・美濃系】、甕【常滑系】 中国磁器 焼塩壺

D丁 18 l∞ × 66× 14 不整形
57× 42× 50 精円形
108 × 99 × 51 不整形
40× 36× 14 円形
43× 42× 14 不整形
164× 122× 61 不整形 水注【瀬戸・美濃系】 小碗【肥前系】 17C

|| DP01 (89)×  78 × 79 不 明 中皿【瀬戸・美濃系】 18～ 19C

DR13 34 × 28 × 28 梅円形
DR12 28× 26× 13 円形
DRll 120 × 77 × 21 楠円形

820 DS15 24× 22× 49 円形
DS15 50× 36× 16 楕円形

DS14 63× (42)× 25 不整形
823 DS15 58 X(56)× 不整形

DS14 35× 23× 12 相 円形
825 DR14 25 × (18)×  50 不 明

DR14 26× 23× 15 精円形
DW14 23× 17× 15 精円形

828 DW14 50× 45× 53 相円形
829 DV16 68× 65× 6 円形

DW16 34× 24× 13 精 円形
DW15 28× 22× 8 相円形
DV14 102× 95× 27 日丸方形

833 DY14 138 × 99 × 33 相円形
DX15 32× 26× 23 相円形

835 DX14 (87)×  60 × 17 不整形
DY17 176× 83× 43 不整形 IB鉢【瀬戸・美濃系】
DY16 150 × 101 × 36 不整形 18鉢【瀬戸・美濃系】

838 CA16 143× 139× 84 円形 片口・播鉢【瀬戸・美濃系】 中碗【肥前系】 焼塩壺
煙管鉄製品、

漆皮膜
17～ 18C
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土坑観察表 (12)

NO 区 長径×短径×深 cln 形態
陶器( )内 は形状等の特徴を示す
【 】内は産地を示す

磁器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す 土器 その他遺物 i9物年代 備考

DY17 26 × (24)× 72 不 明

840 DY16 188× (59)× 20 不明

841 DY16 19× 18× 24 円形

842 CA16 40× (34)X19 円形
843 CA17 222 × 46 X102 不整形
844 CA16 28 × 24 × 28 精円形

845 CA16 26× 23× 7 円形

846 C816 32× 25× 42 楕円形
847 DU19 136)X(85)× 87 不 明 播鉢【瀬戸・美濃系】

848 130)× (29)× 47 不明

849 DR17 20× 17× 8 円形

850 DR18 20X(19)× 12 不明
DP15 27× 21× 9 梅円形

852 DP14 22× 20× 3 梅円形
853 DQ14 31× 22× 13 精円形
DQ17 (72)× (24)× 11 不明

855 DP16 (40)×  37 × 12 不明 銭貨

856 DT19 153)× (65)× 118 不 明

SK 857 CK23 30 × 28 × 32 円形
858 CK23 40× 42× 29 円形
859 C」23 30 × 24 × 30 相円形

C」23 34× 33× 26 円形
C」23 36× 33× 20 円形

C」23 26× 22× 30 不整形
863 CH2 28 × 28 × 15 円形
864 35× 28× 44 格円形
865 CH2 32× 30× 35 円形

866 CG2 27× 29× 31 円形

CG2 31× 29× 30 円形

CG2 25× 26× 12 精 円形
869 CG22 27× 27× 28 円形
CG22 26× 24× 45 円形

CG22 32× 30× 25 円形

CF22 (36)×  26 × 10 精円形

CE21 58× 34× 26 梅円形

CG19 37× 34× 13 円形
CE25 28 × 27 × 31 円形

876 CF27 43 × 40 × 51 円形

CF26 35× 28× 8 円形

CH25 21 × 20 × 20 円形
C」24 1∞ × (50)× 26 不 明

880 CE28 203 X 160 × 31 不整形 地下室

881 CG25 58 × (54)× 11 不 明

882 CJ22 157 × 136 × 不整形

883 CJ22 187)× (118)× 54 不明 大皿・瓶・鉢・播鉢【瀬戸・美濃系】 漆皮膜 地下室

884 不 明 摺鉢・徳利【瀬戸・美濃系】、中皿【肥前京焼風】 中皿【肥前系】・青花皿【中国】 鉄製品 18C

885 C122 165)× (103)× 67 不整形 中碗 (せんじ碗 )・′lヽ碗・播鉢【瀬戸・美濃系】 中皿。香炉【肥前系】

886 C121 88× 99× 53 不整形 摺
鉢【瀬戸・美濃系】、中碗【肥前系】徳利
【備前系】、甕【常滑系】、灯明受け皿

中皿【肥前系】。中国磁器 17～ 18C

887 C121 154× 122× 22 不 明 大皿。中皿・擢鉢 【瀬戸・美濃系】 中皿【月E前系】 17C

888 55× (31)× 9 不 明

889 C122 116× (110)× 不明 煙管

890 C122 1∞ × 90× 54 精円形
024 160 × 148 × 50 不 明 小皿 (折縁皿 内ハゲ)・徳利IB鉢 【瀬戸・美濃系】 中国磁器 6末～ 17C

C」23 130)×  128 ×(69 不 明 小皿 (丸皿、稜皿、折縁皿、襲皿)【瀬戸・美濃系】 内耳鍋 増場、鉄製爵 16C末

894 C123 85 × 66 × 40 栴円形 小皿(端反皿)【瀬戸・美濃系】 17C

895 C123 (77)×  63 × 25 不明

896 C!22 158× 135× 48 精円形 小皿・摺鉢【瀬戸・美濃系】 17C

897 CH23 432× 203× 59 不整形

大碗・中碗・′Jヽ皿・壺査・香炉・贅霊【瀬戸・美濃系】、

中碗【唐津系】、大碗【肥前系】、中碗(木下弥刻印)

【肥前京焼風】

小杯・4ヽ杯(上絵)。大皿・盤・青磁中皿

【肥前系】、中国青花皿
17～ 18C

024 (58)× (33)×  10 不 明

899 CF19 44× 43× 10 円形 甕【常滑系】
900 CG20 66× 63× 3 不整形 甕【常滑系】

902 CH22 250X171× 39 不整形 小
皿 (折縁皿)・中皿・摺鉢【瀬戸・美濃系】・

甕【常滑】
16末～ 17C

903 CG23 78 × 63 × 41 精円形
904 CG23 36× 33× 19 円形
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土坑観察表 (13)

NO 区 長径×短径×深 cr 形態
陶器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す
磁器( )内は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す 土器 その他遺物 遺物年代 備考

905 CG22 (20)×  (8) × 25 不 明

906 CG22 75× (45)× 15 不 明

CF22 220× (173)× 不明

908 CG23 220)× (123)× 51 不 明

CG24 79 × (45)× 不 明

CG24 124× (107)× 不整形 天目茶碗・皿【瀬戸・美濃系】 青磁・′Jヽ杯【肥前系】、中国磁器 鉄製品 17C～ 18C

19× 18× 43 円形

SK CG24 225)× 145× (50 精円形
中碗・鎧茶碗・灯明受け皿・片口・火鉢・水鉢・植木
鉢・水注【瀬戸・美濃系】、中碗【唐津系】、香炉・土鍋

中碗・仏飯器・段重・ミニチュア徳利
【肥前系】

銭貨・煙管・

鉄製品
18～ 19C

CF22 101)× 45× 9 不 明

CE22 107)X 32 × 26 不明 中碗【瀬戸・美濃系】、碗【肥前系】 中皿・′lヽ杯【肥前系】

CF22 (67)× (62)× 13 不明

SK CG21 217 × 158 × 20 不整形 壺【常滑系】

CF21 90 × (88)×  23 不明 小皿【瀬戸・美濃系】

CG21 1∞ × 82× 32 精円形 IB鉢【瀬戸・美濃系】
CG21 72× 39× 31 不明 土器 弥生時代

CF21 177X136× 20 不明
925 CE20 239× 171× 54 不整形 壺査【瀬戸・美濃系】

926 CE21 147× (86)× 19 不整形

927 CH24 102)× (1∞)X39 不明 掘鉢、賛困【瀬戸・美濃系】 中皿【肥前系】、中国磁器

928 CG25 287)× (112)× 24 不 明 中碗・ノjヽ皿【瀬戸・美濃系】、甕【常滑】 灯明皿 17C

929 CG25 152X125× 31 不 明 中皿・天目茶碗・摺鉢【瀬戸・美濃系】 17C

CF25 31)×  178 × 30 不整形 鉄製品

CF25 112× (66)× 27 不 明
小皿・招鉢。植木鉢・徳利【瀬戸・美濃系】、
壺【信楽系】

小皿・碗壼・蓋物【肥前系】
銭貨・鉄製品・

銅製品
18～ 19C

932 CF25 129 × 123 × 48 不整形

933 CF26 44× 32× 27 格円形
934 ||| CF26 125× (71)× 25 不整形 植木鉢・摺鉢・香炉・徳利【瀬戸・美濃系】 中皿・′卜杯【肥前系】 鉄釘 18C

935 CF27 28 × (20)×  58 不 明

||| CF27 95X(70)× 43 不 明 中碗【瀬戸・美濃系】 鉄製品

937 CF26 142× (1∞ )× 不 明 香炉橋鉢日紆ヨ・美濃系】皿鵬巴前系】鉢朋巴前京焼風】

938 CE26 251× 155× 23 不整形 徳利【備前系】、中碗【唐津系】 中碗【肥前系】・青花中皿【中国】

CE25 153) 97 × 26 不 明 天目茶碗・摘鉢【瀬戸・美濃系】 鉄製品

CF27 119)× (61)× 16 不 明

950 CD23 82 × 76 × 27 梅円形

CE23 104× 96× 64 不整形
||| CE25 155X121× 36 梅円形 徳利・撥鉢【瀬戸・美濃系】、土瓶 中碗・′1ヽ碗【肥前系】 灯明皿 18～ 19C

953 CD27 85× (44)× 24 不 明 中碗【瀬戸・美濃系】 鉄製品 19～ 20C

||| CD29 130× 82× 24 不整形 中碗・4ヽ碗【肥前系】 鉄製品 18C

955 CC29 30 × 24 × 27 梅円形

CC28 27× 25× 50 円形

958 CE24 91 × (22)× 41 不 明

959 CC28 177× 135× 22 不整形

960 CC28 51× 41× 12 桐円形
961 CC28 42X39× 10 円形

963 CB26 160)X l10 × 22 不整形

CB26 93 × (88)×  26 円形 青花小皿【中国】 鉄製品

965 CA27 37 × 31 × 44 精円形

966 CA27 50 × 37 × 28 桐円形 火鉢
C827 64 × (48)×  34 不 明 鉄製品

CB27 177× (107)× 31 不整形

970 CD28 221× (130)× 41 不整形

CG20 81 × 21 円形 土瓶螢 須恵器 嚇

972 CF20 44 × 44 × 7 円形

CE21 137× 84× 79 不整形 中碗【瀬戸・美濃系】

||| CG20 134× 129× 58 円形
天目茶碗・4ヽ杯・′1ヽ皿(丸皿)・鉢(向付)・槍鉢・

捏鉢【瀬戸・美濃系】
17～ 18C

983 CG19 (54)× (26)× 5 不 明

984 CG20 115× (75)× 32 不 明

SK 985 CG20 194)× (170)×  39 不 明 天目茶碗・′lヽ皿 (折縁皿 )・掘鉢【瀬戸・美濃系】 6末～17C

986 CF21 32× .27× 26 円形

987 CF21 29× 26X16 円形

988 CH23 70 × (66)×  25 不 明

989 CH22 232× 198× 25 不整形
天目茶碗。4ヽ皿 (丸皿、端反皿、折縁皿)・大皿・

掘鉢【瀬戸・美濃系】、甕【常滑系】
6末～17C

023 155× (71)× (69) 不 明 小皿 (折縁皿、端反皿 )・壺【瀬戸・美濃系】 6末～ 17C

991 023 42× (39)× 71 不明 小皿 (折縁皿)【瀬戸・美濃系】 白磁皿
灯明皿

漆皮膜
6末～ 17C

992 CG22 29× (19)× 22 不明

-49-



土坑観察表 (14)

NO 区 長径×短径×深 cr 形態
陶器( )内 は形状等の特徴を示す
【 】内は産地を示す

磁器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す 土器 その他遺物 遺物年代 備考

993 CF22 16× 16× 10 円形

997 CD27 54× 35× 46 梅円形

998 CF25 85× (38)× 19 不明 天目茶碗・′lヽ皿 (稜皿、折縁皿)【瀬戸・美濃系】 17C

999 CF25 111)×   × 不 明

100C CF24 63 × (26)× 7 不 明

100 (16)×    × 35 不明
!く )く)` CF23 22× 18× 25 梅円形
l∞  ( CG23 22× 21X35 円形

100Z CG23 407× (68)× 28 不整形 小皿 (折縁皿)【瀬戸・美濃系】 中国磁器 内耳鍋 鉄滓漆 皮膜 6末～ 17C

lく )く)〔 CH21 194)× (121)× 50 不整形 小皿(折縁皿)。中皿・掘鉢【瀬戸・美濃系】 6末～ 17C

CE28 (85)× (65)X17 不 明 摺鉢【瀬戸・美濃系】
CJ24 63× 30× 12 梅円形
C124 64 × 40 × 15 桁円形

207 ×(102)× 長方形 中皿【肥前京焼風】 中碗・壺【肥前系】

CG20 52 × 48 × 18 円形

CG20 211× (78)× 11 不 明

SK CF20 78× 35× 33 不整形

CH24 179)× (151)× 46 不 明 小皿・鉢【瀬戸・美濃系】

CG24 30× 19× 7 桐円形

SK CG24 24× 20× 4 精円形
102( CG24 26 × 20 × 14 梅円形

SK CG25 45× (30)× 不 明

102乏 CF26 48 × 40 × 23 精円形

CF25 123× 28× 8 梅円形
102Z CF25 103× 42× 9 不整形
102〔 CE25 21× 20× 13 円形

CE25 68× 46× 21 梅円形
1027 CF25 147× 135× 8 梅円形

102E CE24 39× 27× 12 41円 形
102C CF22 41× 27× 20 41円 形
103( CD23 25× 23× 12 円形

CE25 30× 23× 16 精円形

CF27 155)× (62)× 15 不明

CE28 19 × 18 × 22 円形

CE28 (61)× (34)× 21 不 明 皿【瀬戸・美濃系】

CE28 191)× (137)× 23 不明 土師器

CD28 253× (107)× 4 不 明

SK CD27 26× 26× 7 円形 小皿(丸皿)【瀬戸・美濃系】 16C末

103〔 CD27 24× 22× 26 円形
SK 103C CE26 116)× 109× 44 不整形 小皿(丸皿)【瀬戸・美濃系】 17C

SK 104C CE25 65× (33)× 11 梅円形
104 CD25 × 167× 111 不整形

1042 CD24 69× 24× 21 不整形
104〔 CD25 187 ×(185)× 89 不 明 小碗。蓋物・片口鉢・蓋【瀬戸・美濃系】 中碗・4ヽ皿・4ヽ瓶【肥前系】

1044 CD25 139)× (66)× 30 不明 灯明皿【京・信楽系】、徳利【備前系】 中国磁器 土鍋 銅・鉄製品

104〔 CD26 × 208× 114 不 明 中碗・摺鉢・徳利【瀬戸・美濃系】、中碗【唐津系】 中碗【肥前系】、中国磁器 17～ 18C

104C CD27 140)× (41)× 63 不明 天目茶碗・4ヽ皿(端反皿)・鉢・播鉢【瀬戸・美濃系】 灯明皿

104 CC26 143)×  106 × 38 不明 徳利【備前系】 小杯m巴前系】、中国磁器 鉄製品 17～ 18C

CD27 89× 74× 39 不整形 小皿【瀬戸・美濃系】
104G 153× 72× 16 璃丸方形 小皿(端反皿)【瀬戸・美濃系】 17C

CC25 75 × (70)× 不 明

CD24 21× 20× 9 円形

CD23 167× (99)× 28 不整形
土師器、

漆皮膜

105e CD23 105× 97× 11 璃丸方形 土師器

1054 CE23 i32× 85× 30 精円形 中碗【肥前系】

SK 105〔 CD23 65× 24× 5 精円形
105C CD22 55× 32× 7 精円形

CC23 332× (218)× 不整形
天目茶碗・中皿・4ヽ皿・摺鉢・茶壺【瀬戸・美猥系】、

塑【常滑系】
中皿【肥前系】 鉄製品、銭貨 17～ 18C

CC24 123)× (103)× 9 不整形 小皿 (折縁皿 内ハゲ)・天目茶碗【瀬戸・美濃系】 16C末

1061 CC24 86× (49)× 15 不明
:06` CC24 190)×  75 × 40 不 明

Ю

“

C823 231× 157× 89 不整形
小皿 (端反皿)。中皿・播鉢【瀬戸・美濃系】、

大甕【常滑系】
灯明皿 17C

106〔 CB24 24 × 20 X 10 格円形
C826 32× 24× 18 精円形
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土坑観察表 (15)

NO 区 長径×短径×深 crn 形態
陶器( )内 は形状等の特徴を示す
【 】内は産地を示す

磁器( )内 は形状等の特徴を示す

【 】内は産地を示す 土器 その他遺物 遺物年代 備考

1061 CA25 50× 45× 13 円形

106〔 CB26 31× 25× 16 精円形

106( CA27 80 × 75 × 9 不整形

CA27 26 × 23 × 20 円形

CA27 (23)×  19 × 14 不 明

CA27 40× 39× 4 円形

CA27 (83)× (54)×  10 不明

107〔 CB27 (97)× (48)×  13 不 明

107( CB27 228 ×(142)× 不明

CC28 166× (107)× 81 不明
中皿・瓶・摺鉢【瀬戸・美濃系】、中碗(木下弥刻
Fp)【肥前京焼風】、中碗【唐津系】

中碗・′1ヽ杯・蓋物IR巴前系】 17～ 18C

CC28 159)× (36)×  48 不 明

CC29 × 33 × 20 円形

CD29 142)X (49)×  16 不 明

CC28 74× (33)× 6 不明
1082 CC28 30 × 27 × 20 円形

CD28 21 × 21 × 25 円形

C121 212X(158)× 39 精円形 小皿(丸皿 内ハゲ、折縁皿)【瀬戸・美濃系】 16C末

108〔 136)× (123)× 44 不整形 天目茶碗・4ヽ皿・鉢【瀬戸・美濃系】 6末 ～ 17C

lll CB27 28× 26× 6 円形

CC26 126× 97× 24 不整形 鉄製品

108E CC26 (45)× (30)× 7 不 明

108〔 CC26 86 × (56)× 26 不明

109( C825 85× 46× 6 柄円形
CE21 120 × 74 × 23 楕円形

109` CE21 193X132× 46 精円形

CA27 19× (13)× 18 不 明 鉄製品

1094 CA27 20 X (18)× 不 明

1095 CC27 101)× (53)× 26 不 明 小皿【瀬戸・美濃系】 16C末

CE22 24× 20× 5 円形

CA26 (37)× (13)X 不 明

CC26 215)× 134× 87 不整形 青花中皿【中国】

DS17 (270) (196) 方 形

110C DY17 25     22    67 円形

|! DV41 49     23    33 相円形
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第Ⅳ章 括総

今回の調査は、飯田市橋南第二地区市街地再開発に先立つ発掘調査であり、試掘調査により遺構の遺

存状態が比較的良好と考えられる個所について発掘調査を実施した。その調査結果は、本文中に記した

とおりであり、2面にわたる発掘調査により城下町飯田の往時の姿に迫るものとなった。特に、16世紀

末葉から17世紀前半の遺構は、城下町飯田の出発点を示す資料であり、飯田の近世史を解明する上で貴

重な情報となるべきものである。また個々の遺構の中でも水琴窟は、粋で風情を愛する飯田町人の姿を

示すものであろう。また、数多い遺物の中でも三ツ葉葵紋鼈甲製櫛は、当時の商人と飯田藩との繋がり

を考える上で興味深い資料といえる。こうした多大な成果をあげた調査であるが、現時点の調査成果の

到達点と課題について若干の考察を行い、今次調査の成果としたい。

第1節 今次調査区内の家並復元

江戸時代の飯田城下町を示す資料としては、17世紀前半に描かれた飯田城絵図 (下伊那教育会蔵)等

の絵図が現存する。絵図によれば今次調査区東側は街路を挟んで城の北堀となり、南側に大手門が近接

している。このため北堀に隣接する地区を「堀端」と呼称してきた経過がある。実際の家並を記す資料

としては、宝暦2年 (1752年 )・寛政9年 (1797年 )。天保2年 (1831年 )。明治23年 (1890年)の家並帳が

残っている (村澤 1954)。 この宝暦から天保の家並帳をみると、各町屋は堀端の街路に平行する方向

に棟方向を持つ細長い区画と推定されるが、昭和22年の飯田大火後、番匠町 (現 通り町一丁目)や本

町。堀端の街路の拡張や裏界線の整備等が行われたため、街路を基準どする家並復元は困難な状況とな

っている。

こうした中ではあるが、調査成果を元に家並を復元するための作業を行った。まず、宝暦・寛政・天保

の家並帳を対比すると、本町側は宝暦から天保にかけて、各戸の間回はさほど変化しないのに対し、通

り町 (旧番匠町)側 はかなり変化が見られる。このため本町側の家並に注目することにし、間回の寸法

が記載され、かつ最も新 しい天保 2年家並帳と、平成11年の公図を対比する作業を行った (挿図5)が、

江戸時代の堀端街路西端は前述のとおり拡幅されているため、家並の起点を決めることができず、公図

との対比は困難であった。 しかし、各町屋の間口と公図の間回の対比では、本町1丁目2番地が10m、 3

番地が10.3mであるのに対 し、天保家並帳の万家甚兵衛宅と木下長四郎宅控の間回は共に5間3尺 (約9.9

m)と 近似している。また、この2筆を藤家彦右工門宅 (5間 4尺 約10.3m)と 万家甚兵衛宅に比定し
た場合、堀端に接する野原半二郎宅は現在の街路より西側に入り込んでしまうため、街路拡幅の史実に

そぐわない。逆に万家甚兵衛宅と木下長四郎宅控を公図の2筆にあわせた場合、江戸時代堀端街路の西

端は現在の街路より約2m東側となる。こうした点から本町1丁目2番地が万家甚兵衛宅、3番地が木下長

四郎宅控と推定することができよう。

公図と家並帳の対比の他に、今次調査、区から確認された石列01と石列06は共に屋敷境を示す区画の

石積みと推定される。二つの石列間の距離はおよそ9。 2mで、間回の幅を示している可能性が高い。
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挿図 5 現代の公図と家並帳 (天保 2年 )
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前述の成果と組み合わせ家並を公図に当てはめると、この位置は島田屋久四郎宅に位置する。島田屋久

四郎宅の間回は5間 1尺5寸 (約9.45m)で石列間の幅に近似しており、この区画が島田屋久四郎宅と推

定される。

一方、番匠町側では平野屋弥吉に関連する商店が現存し、野原半二郎・綿屋小二郎に関連する法人の

所有する駐車場が調査区内に存在した。これらを参考に、前述のとおり江戸時代の堀端街路を2m東側

にずらした個所を起点として家並を当てはめていく作業を行った。しかし、間回は家並帳で判断できる

ものの、各町屋の奥行きがどの程度であったかは判断できない。

こうして公図内に天保年間の家並を当てはめ、更に調査成果を重ね合わせ、想定町並図を作成 した

(挿図6)。 この想定図には建物基礎や区画石積、井戸、地下室、便所及び主要遺物出土遺構を入れてい

るが、建物基礎については原位置で観念的に表記している。想定図中、最も広い間口を持つ野原半二郎

邸に注目すると、現在の通り町街路側 (北東側)か ら南西に建物基礎→カマド→井戸→建物基礎の順で

遺構が配置されている。当時の街路は北東側にあたるため、この方角にある建物基礎が母屋と推定され、

南西側の建物基礎群は土蔵である可能性が高い。また、Ⅳ区北側に集中する建物基礎群も野原邸の土蔵

基礎と主軸が同一であり、これらが野原邸の土蔵基礎に含まれる可能性が高い。また I区北側の建物基

礎もⅣ区の建物基礎と平行するため、このラインが番匠町側と本町側の境と推定される。土蔵と母屋の

間には建物が見られず、中庭として利用されていたと推定される。想定図に示していないごみ穴等の土

坑はこの空間に集中しており、母屋と土蔵の間の空間は常にごみ穴等の掘削場所として利用されていた

ことが推定される。また野原邸の場合、井戸が合計4基確認されているが、土蔵に接する2基については

石が抜かれ埋め戻しを受けている。寛政9年の家並帳などでは野原邸が細分され、異なる人物の屋敷が

記されていることから、野原邸が天保期の規模になる段階で既存の井戸を埋め戻した可能性が考えられ

る。また野原邸内には少なくとも4～5棟の土蔵が確認されており、同時期並存数は不明であるものの、

間日の広さ等を考慮してもかなりの豪商であったことが推定される。同様に水琴窟が作られた井原虎之

助邸も複数の土蔵基礎が確認されている。

一方、建物基礎が見られない他の町屋の中で、本町側の藤屋彦右衛門邸や番匠町側の板や伊六邸に注

目すると、井戸及び地下室は造作されるものの、地下室の配置に規則性は見られない。このため母屋か

ら町境までの裏側は、井戸を除くとかなりのスペースをもつ裏庭があったと考えられる。この空スペー

スは、ごみ穴等のスペースとして利用されていたと推定されよう。

次に調査で確認された井戸の配置状況を見ると、ほぼ各戸に1基の井戸が設置されていたと推定され

る。各戸における井戸の位置も、全体としては街路と平行した直線上に並ぶ規則性が認められ注目され

る。また便所は、土蔵のある2軒のみに見られ、いずれも2基 1単位で、母屋から離れた中庭部分に配置

されている。これは外便所が作られ、大便所と小便所が分けられていたことによるものと考えられる。

ところで、三つ葉葵紋鼈甲製櫛が出土 した土坑274は、想定図によると山村屋治助邸にあたる。山村

屋邸は間口3.2間 と本町側では小規模な部類で、野原邸に代表される豪商とはかなり格差が見られる。

また櫛に共伴した陶磁器は18世紀代であるが、陶磁器類が製作された年代と廃棄された年代には隔たり

があることを考慮する必要がある。

以上から天保期の本町、番匠町の町屋は、現在の通り町の街路及び本町の街路側にそれぞれ広がって

おり、その町境は現在の裏界線より南側である可能性が高い。また、野原邸。伊原邸にみられる母屋→

-55-



諄
「
冊
爾
爾

耐  導

さ  コ|

難 艤

署園》●田即

4H力 |

懇訃剛尊E
力||コ |||

載洵彊″田帥

コ

幣計蒔を田口+
力|||コ |

計蒔ゆ田口眸

力|||コ

蒔懇覇ウ即■

4Hl力 |||コ ll

幣署日荊引>

力|!|コH

轡洵南剛司

力 い

晋 ||1半翔期

脚コ

カHlコ |||
力団コ>
力|||コ Hl

)卜 ヨヽインゞ宙

力 |コロ

聖 ||lm・ ●田鶴

刀|||コロ

ｃ
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

ω
ｏ

日

Ｆ
＝
＝
Π
Ｈ
日
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
Ｈ
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
Ｌ

挿図 6 家並復元図

:匡夕雰弓赳薇

図

趾 褻

脚 昌 魯。
鷺…廟 鰺

-56-



中庭→土蔵の順で配置され、中庭内には井戸・便所が作られる豪商的な町屋と、母屋→裏庭のみの町屋

の2種類が存在したと考えられる。

第2節 水琴窟について

今次調査の特筆すべき内容の一つとして、土坑370の水琴窟がある。水琴窟については、愛知県名古

屋市名古屋城三の丸遺跡で、土坑内に逆位に埋置された常滑焼の甕・鉢類が4例 (S Xlll～ S X l14)

調査されており、転置甕として報告されている。その内容は、『土坑中に、底部に穿孔した常滑窯産の

大形甕又は鉢を伏せた状態で配置した一連の遺構、穿孔は全て焼成後に為されており、この施設に用い

られた甕、鉢類は一般製品の転用と考えられる。これは、穿孔部分から汚水を流し、甕内において、地

中への自然浸透を図る一種の汚水処理施設と考えられ、この方法が特異に発達したものがいわゆる「水

琴窟」となる。転置甕は、その処理能力からみて、台所など、一時に多量の排水を流す部分での使用は

困難であり、断続的に少量の汚水を出す、「手水鉢」等と組み合わされ、設置されたものと考えられる」

(財団法人愛知県埋蔵文化財センター 1990)と される。

今次調査された土坑370は まさにこうした設置状況を示す転置甕であり、水琴窟であることは疑いな

い。窟洞として常滑焼の赤物 (赤焼き)と よばれる大甕が使われており、日径65cm、 高さ約70cm、 縁の

部分が肥厚する。甕の生産年代は19世紀代で、当初水甕として使われていたと考えられるが、縁の部分

が壊れたため、底に穿孔して水琴窟の窟洞として転用されたと考えられる。現地表面から甕底部までの

深さは約20cmで あるが、既存施設の解体作業等により窟口部分は失われており、残念ながら水琴窟の上

部構造は判らない。明治から飯田大火後まで同所にあった綿彦商店 (呉服商)の杉山尚次氏によれば、

先々代の頃より茶室と手水鉢・小さな池や大きな岩のある庭園があったということであり、水琴窟の存

在についても記憶されていた。

水琴窟が庭園施設として作られるようになったのは江戸時代中期以降といわれ、発掘された6例 (愛

知県名古屋市名古屋城三の丸遺跡4例、兵庫県伊丹郷町遺跡、東京都文京区東京大学構内遺跡)の うち、

18世紀前半に製作された常滑産甕の転用例が初出で、19世紀の中頃には窟洞専用器としての甕生産が始

まっていることが判明している (江戸遺跡研究会編 2001)。 もっとも盛んに作られたのは明治以降の

ようで、飯田城下町遺跡内では他に明治初年に作られたとされる水琴窟の例がある。

以上より、今次調査の水琴窟は明治初年以降に造られたものと考えておきたい。

【引用参考文献】

。財団法人 愛知県埋蔵文化財センター 1990 『名古屋城三の丸遺跡 (Ⅱ )』 愛知県埋蔵文化財セン

ター調査報告書第16集

。江戸遺跡研究会編 2001『図説江戸考古学研究事典』こうした状況から
。龍居造園研究所編 1990 『水琴窟の話』 建築資料研究社
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第3節 鼈甲製櫛について

今回の調査で特筆される遺物として、ゴミ穴 (土坑274)か ら見つかった櫛がある。漆塗りで表裏面

に蒔絵 (ま きえ)が施されており、丸に三ツ葵の家紋 (いわゆる『三ツ葉葵』)や松 。藤などの草木文

があしらわれている。文様が表裏面で『三ツ葵』紋が同位置にくるように意匠されているとともに、

『三ツ葵』紋は葉の表裏面が意識され表裏で表現が異なっている。鼈甲 (べっこう)製と考えられる。

この『三ツ葵』紋の蒔絵が施された鼈甲製櫛について、櫛研究の第一人者橋本澄子氏に写真により鑑

定をお願いしたところ、

。形 。文様を総合するとかなり格調の高い櫛と思われる。

。屋敷跡からの発掘品は過去にかなり発見されているが、蒔絵の施されたものは珍 しく、この種の

櫛は実用品としての解櫛 (と きぐし)と いうより、装飾品としての挿櫛と思われる。

O棟幅が細く、文様は棟から歯の部分まで続いており、中心の『丸に三ツ葵』紋も歯の部分まで施

されている点、時代は下るのではないかと考えられる。

。文様の施されている飾は、棟の部分に限られていて歯の部分と区別されるのが一般的であり、そ

のうち歯の部分が短くなり、棟の部分を広くとり文様が主になってきた。その結果棟と歯の境を

無視 して大きく模様を画く様式が18世紀末からみられるようになった。この櫛の模様もその様式

が影響されているものと考えられる。

・『三ツ葵』紋については、蕊 (葉脈)の数等から将軍家か御三家か区別が可能であるが、不鮮明

で断定できない。

という御所見をいただいた。「江戸時代後期文化 。文政期以後の飾り櫛は多彩なものが生まれ、材質に

は木 。象牙 。鼈甲 。馬爪 (ばず)。 牛爪 。ガラスなどが用いられた」 (橋本 1983)こ とから、文化 。

文政年間以降に位置づくものと考えておきたい。

この鼈甲製の櫛がどのような経緯で商家に渡ったのか、今のところ不明である。 しかし、本櫛が文

化 0文政年間以降に位置づくものと考えられることから、この頃に絞ってみる。すると、この時期には、

堀氏10代藩主堀親害 (1786～ 1848年 )が、幕府の奏者番 。寺社奉行、さらに若年寄 。御側用人を経て

老中格として天保の改革に参画している。外様の小大名として破格のこうした出世は、堀氏の水野忠邦

をはじめとする幕府重役との婚姻政策に拠るところが大きいことが指摘されている (鈴川 2002)。 さ

らに、親害 が領内より巨額な御用金を徴収 し、幕府への奉公金として支出していたこともまた、幕政

への参与の足がかりとなったことは容易に想像がつく。この御用金徴収を支えた政策として、武士や役

人への取立など特権の売買を柱とした親害 の撫民政策があったとされる (同前)。 追手門から延びる目

抜き通りに位置するとはいえ、決して裕福とはいえない商家跡から出土したこの鼈甲製の櫛は、こうし

た親害が採った報償制度の一端を窺う資料といえよう。類例として、市内には他にも『三ツ葵』紋が

ついた文物があることが知られており、中には将軍家慶 (在位1837～ 1853年)の紋と考えられるものも

ある。すなわち、親害 は領民から徴した御用金と婚姻政策を背景として幕閣としての権勢を得て、将

軍家等から賜った品々を御用金等の見返りに領民へ下賜したとも考えられる。さらに飛躍するが、天保

の改革が株仲間といった特権階層の解体などを目論んでいたことからみて、その飯田の領民が御用金を

提供した背後には大消費地江戸への参入といった飯田商人の思惑が働いたのではないかと考えられる。
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また、堀親害・親義 (1814～ 1880年 )親子に焦点をあてると、櫛が廃棄されるに至った事情も朧気

ながら浮かび上がってくる。親害同様、親義も奏者番になり幕政に参与し、幕末には京都守護職松平

容保ともに京都の治安維持にあたった。さらに徳川慶喜嘆願を岩倉具視に出すなど、倒幕派と鋭く対立

した。この結果、飯田藩は新政府ににらまれ、新政府は飯田城を徹底的に破却するに至っている。こう

した幕末明治初年の飯田藩をめぐる政治状況に、『三ツ葵』紋の鼈甲製櫛も翻弄され、ごみ捨て穴に廃

棄されたのではなかろうか。火事で焼けたり、破損したりしたものでない点、特殊な事情で廃棄された

ことを物語るといえる。

とはいえ、話は逸れた。考古学的には、遺構・遺物の項で述べたとおり、櫛に伴出した遺物は18世紀

代の様相を示している。櫛が出土した遺構の年代については、これ以降であることは間違いないが、残

念ながら詳細時期を把握するまでには至っていない。遺構の時代性のさらなる検討、そして文献史学か

らのアプローチに、この櫛がたどった数奇な運命の解明を期待したい。

【引用参考文献】

鈴川 博 2002 『 7肖された飯田藩と江戸幕府』 南信州新聞社
橋本澄子 1983 『くし 櫛』國史大辞典4 吉川弘文館

第4節 出土陶磁器の概観

今次調査区からは16世紀末～20世紀代までの各時代時期の陶磁器類が出土している。これらの遺物は

比率を提示することはできないが、16世紀末から17世紀初頭は瀬戸・美濃系が圧倒的に多く、器種とし

ては折縁皿。折縁ソギ皿。丸皿等の小皿類を中心に、天目茶碗・橋鉢類が見られる。瀬戸・美濃系以外には

常滑系の甕類、中国磁器類が少量出土している。遺物の製作年代のみ注目すると、この16世紀末から17

世紀初頭は、飯田城を含む伊那郡が、武田氏の支配から織田0豊臣氏による支配へと移り変わった段階

で、毛利。京極両氏により本町や番匠町が城下町としての整備された時期に相当する。これ以降19世紀

まで瀬戸・美濃系陶器類が圧倒的に多く出土し、肥前系の磁器類、肥前系の陶器類、京0信楽系、備前系

の順で少なくなる傾向がある。飯田藩は17世紀後半から藩主が堀氏へ替わり、伊那街道。三州街道。秋葉

街道を利用した中馬による物資輸送が盛んな時代を背景に、瀬戸。美濃系のみならず各地の陶磁器類が

城下町に流通 したと考えられる。幕末の19世紀には遺構数が減少するものの、瀬戸。美濃系の磁器類が

少量のみ見られるが磁器類の主体は肥前系である。こうした傾向は平成11年度調査個所とも共通してい

る。中国陶磁類は平成11年度調査の特定遺構からの出土による伝世・収集等の所見と異なり、当該時期

の遺物が出土する遺構からの出土事例が多いが、肥前系磁器の流入と共にその数を減らす傾向にある。

この他、鼠志野沓形碗や織部等の高級茶器・食器類は極めて少なく、磁器類も上絵が施されるものや

薄手の小杯等は僅かで、厚手の碗・皿類が主体となる。
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第5節 縄文時代から中世の様相

ここでは江戸時代を除く今次調査区の土地利用について概観する。

1)縄文時代

Ⅲ区B面を中心に縄文時代前期前半及び中期後半の遺物が散漫に分布する。遺構は確認されていない

ものの、縄文時代前期前半は数十軒単位の大規模な集落が各地に見られるようになる時代である。飯田

市内でも松川を挟んで南側対岸の田井座遺跡等で集落が確認されているため、今次調査区周辺にも大規

模な集落が存在した可能性がある。

2)弥生時代

各地区B面から弥生時代後期の方形周溝墓が合計4基確認されているが住居址は確認されていない。

平成11年度調査区からも方形周溝墓が1基確認されており、当該地周辺が弥生時代後期には集落域では

なく墓域として利用されたことが推定される。

3)古墳時代

須恵器片が出土しているが当該期のものか判断できない。第Ⅱ章の中でも触れてきたが、市内に古墳

が存在した可能性があり、或いは弥生時代後期に引き続き墓域として利用されていた可能性もある。

4)奈良。平安時代

平成11年度調査区からは直線的な溝が検出されている。今次調査区からも溝址31・ 32によって区画さ

れた道路址が注目され、溝址の埋土中からは土師器片が少量出土している点から、平安時代の可能性を

有している。道路幅が約3mと狭く、官道に特徴的である土坑状の掘り込みの連続もはっきりとは捉え

られなかったものの、官道の支道である可能性も否定できない。道路址以外の住居址等の遺構は確認さ

れておらず、集落域以外の土地利用が行われていたと推定される。

5)中世

Ⅱ区B面北側OⅣ区B面南側を中心に、平面形が方形で、遺構埋土が江戸時代の土坑と異なる柱穴が多

数検出されている。掘立柱建物址を構成する柱穴群である可能性が高いが、建物址として捉えられる配

置は確認されなかった。すでに述べてきたとおり、本町及び番匠町が城下町として整備されたのは16世

紀末から17世紀初頭であることを考慮すると、城下町整備以前から、この地域に飯田城に付随する集落

もしくは城関連の施設が存在していた可能性が高い。

-60-



第6節 結語

前述のとおり、今次調査は既存建物基礎による遺構面の破壊個所が多く、計画地全域をすべて調査し

たわけではない。 しかし、平成11年度調査の成果を受け、2面にわたる調査を実施し、江戸時代初頭か

ら幕末にかけての城下町の移り変わりを確認することができた。特に、享保年間の家並帳と調査成果の

擦りあわせにより、当時の短冊形の区画内での商家や町屋の建物配置がある程度つかめたことは大きな

成果といえる。しかしながら各遺構の詳細や配置状況等について十分な考察を行うことができず、また、

時間的制約や担当者の資質により膨大な量の出土遺物に関する観察が誠に不十分であることは否めな

い。こうした状況であるものの、江戸時代から連綿と続く本町。通り町一丁目の調査区は、近代的な複

合施設として、新たな街を形成する一翼を担うこととなった。しかし今次調査の成果を含め、大火で失

われた城下町としての飯田の歴史・風土。文化を明らかにし、学び伝えていくことこそ未来の飯田に必要

欠くべからぎる我々の重要な使命であることを肝に銘じなければならない。また現在、今次調査区周辺

では老朽化 した建物の更新や再開発が計画され、これらに先立つ発掘調査が進行中である。こうした成

果も踏まえ、失われた城下町を再び蘇らせるための更なる検討が必要となろう。また、今後更なる開発

も予想される飯田城下町遺跡では、これまで以上に文化財保護の本旨に沿ったたゆまない努力が肝要と

なろう。なお、発掘調査にあたり、地元本町。通り町の方々、関連する諸機関の皆様方、発掘調査に携

わった方々には多大なご支援をいただき無事調査を終了する運びとなった。文末ではあるが感謝申し上

げる次第である。
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土坑354

-145-



図版32 遺物

土坑414

:L坑467

-146-

11坑 490



図版33 遺物

土坑465(1)

土坑465(2)

土坑502

-147-





図版35 遺物

土坑505

土坑725



図版36 遺物

ll坑 893

上坑914

-150-

ll坑 1043



図版37 遺物

土坑897

-151-



図版38 遺物

lilJl1011

ll1/11045

-152-

lilJt10 16



図版39 遺物

井戸址10

土坑379

火 もらい (t坑 240・ 274)

-153-



図版40 遺物

十坑 102

土坑117

liち t132

liちt157

llル t18“

十坑127

-154-

llllt221



図版41 遺物

llちt301

11坑 316

li坑 349

llりt358

lllJt326

-155-

11ち1366



図版42 遺物

土坑391

土坑461

i]ちt513

Jl坑 543

土坑504

-156-

ll坑 566



図版43 遺物

上坑 711

土坑723

土坑815

土坑885

土坑815

-157-

土坑886



図版44 遺物

土坑894

土坑964

土坑990

土坑1048

十坑1077土坑910

-158-



図版45 遺物

土坑1084

堅穴状遺構19

土坑1095

堅穴状遺構19

-159-



図版46 遺物

遺構出土 中国製磁器

墨書のある陶器 (土坑240・ 274)

-160-



図版47 遺物

16世紀末～17世紀前半の瀬戸・美濃系陶器

-161-



図版48 遺物

櫛 (表、土坑274)

櫛 (裏 )

-162-



図版49 遺物

腰坂 (井戸址08) 十能 (土坑1044)

コタツ (1世克499)

-163-

箱庭道具 (遺構外 )



図版50 遺物

水琴窟に使用された甕 (土坑370) 11自 lll摯罫Ⅲl

柄鏡

-164-

焼塩市
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